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は
じ
め
に

　

本
稿
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
黒
田
清
輝
関
係
文
書

の
う
ち
、
主
と
し
て
清
輝
宛
の
封
書
・
葉
書
・
電
報
・
メ
モ
等
（
以
下
「
書
翰
類
」
と
略
記
）
を
解

読
し
た
釈
文
（
原
文
の
く
ず
し
字
を
活
字
体
に
変
換
し
た
も
の
）
を
作
成
し
た
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
釈
文
作
成
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
五
月
、同
研
究
所
の
田
中
淳
企
画
情
報
部
長
（
当

時
）
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、
釈
文
だ
け
で
は
不
十
分
と
考
え
、
目
録
お
よ
び
差
出
人
や
受
取

人
の
分
析
デ
ー
タ
な
ど
の
参
考
資
料
を
作
成
し
た
。

　

本
書
翰
類
は
延
べ
二
五
六
点
と
膨
大
な
の
で
、
本
稿
で
は
書
翰
類
の
概
要
が
分
か
る
よ
う
に
あ

る
程
度
詳
細
な
目
録
と
解
説
で
構
成
し
た
。
後
日
興
味
深
く
思
わ
れ
る
書
翰
の
影
印
を
釈
文
と
解

説
つ
き
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

書
翰
類
の
写
真
の
デ
ー
タ
お
よ
び
紙
焼
き
と
、
解
読
し
た
釈
文
の
デ
ー
タ
と
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
た
資
料
と
、
作
成
・
収
集
し
た
参
考
資
料
は
東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
財
情
報
資
料
部
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
で
活
用
さ
れ
た
い
。

　
　
　

釈　

文　

　

本
書
翰
類
の
釈
文
は
、
同
研
究
所
か
ら
提
供
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
と
、
そ
れ
を
出
力
し
た
写
真

に
よ
っ
て
作
成
し
た
。
提
供
さ
れ
た
書
翰
類
の
デ
ー
タ
は
、
差
出
人
の
家
別
に
黒
田
家
・
樺
山
家
・

旧
藩
主
島
津
家
・
杉
家（
杉　
竹
二
郎
）・
橋
口
家
と
家
令
の
篠
塚
家（
一
点
を
除
き
差
出
人
は
篠
塚
兼
當
）

に
ま
と
め
ら
れ
、
写
真
撮
影
の
た
め
一
点
ご
と
に
番
号
（
本
報
告
で
は
史
料
番
号
と
し
た
）
が
付
さ

れ
て
い
た
。

　

解
読
に
際
し
て
は
、
書
翰
類
の
文
面
（
釈
文
で
は
「
本
文
」
と
表
記
）
の
ほ
か
、
封
筒
に
記
さ
れ

て
い
る
受
取
人
お
よ
び
差
出
人
の
住
所
・
氏
名
、
郵
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
消
印
・
貼
付
切

手
、
後
筆
の
書
込
み
等
の
情
報
を
可
能
な
限
り
収
録
し
た
。

　

解
読
作
業
は
、
ま
ず
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
家
別
に
進
め
、
逐
次
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

入
力
し
た
。
し
か
し
史
料
番
号
と
家
ご
と
の
排
列
は
時
系
列
で
は
な
く
、
内
容
の
理
解
や
デ
ー
タ

の
利
用
に
は
不
便
な
の
で
、
家
別
の
括
り
を
外
し
、
延
べ
二
五
六
点
を
一
点
ご
と
の
時
系
列
に
再

排
列
し
た
。
作
成
年
月
日
不
記
載
の
も
の
は
、
消
印
や
記
載
内
容
な
ど
か
ら
確
定
あ
る
い
は
推
定

で
き
た
も
の
は
該
当
箇
所
に
排
列
し
た
。
そ
れ
以
外
の
年
・
月
・
日
不
記
載
の
書
翰
類
は
、
年
次

不
記
載
の
も
の
、
つ
い
で
年
月
次
不
記
載
の
も
の
を
時
系
列
に
排
列
し
、
そ
れ
以
外
の
書
翰
類
は

そ
の
あ
と
に
排
列
し
た
。

　

全
体
の
再
排
列
の
完
了
し
た
あ
と
、
家
別
に
同
様
の
再
排
列
を
し
た
。

　

な
お
、
橋
口
文
蔵
・
杉 

竹
二
郎
差
出
し
の
書
翰
類
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
語
で
記
述
さ
れ
て
い
る

も
の
は
解
読
し
な
か
っ
た
。

　

当
書
翰
類
全
体
の
釈
文
は
、
作
成
年
次
順
に
明
治
十
七
年
か
ら
十
九
年
（
一
八
八
四
～
八
六
）

を
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類
（
、
同
二
十
年
か
ら
二
十
七
年
（
一
八
八
七
～
九
四
）
を
同
（
、
同
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）
を
同
（
、
同
二
十
九
年
か
ら
三
十
年
（
一
八
九
六
～
九
七
）
を
同
（
、
同
三
十

一
年
か
ら
四
十
二
年
（
一
八
九
八
～
一
九
〇
九
）
を
同
（
、
同
四
十
三
年
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一

〇
～
一
三
）
を
同
（
、
同
三
年
か
ら
同
十
二
年
（
一
九
一
四
～
二
三
）
を
同
（
、
年
次
・
年
月
・
年

月
日
未
詳
を
同
（
と
し
て
入
力
し
た
。

　

つ
い
で
、
家
分
け
と
し
て
樺
山
家
を
明
治
二
十
八
年
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
八
九
五
～
一
九
二

二
）、
黒
田
家
①
を
明
治
十
九
年
か
ら
同
二
十
二
年
（
一
八
八
六
～
八
九
）、
黒
田
家
②
を
明
治
二

十
六
年
か
ら
同
二
十
七
年
（
一
八
九
三
～
九
四
）、
黒
田
家
③
を
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
黒

田
家
④
を
明
治
二
十
九
年
か
ら
同
四
十
三
年
（
一
八
九
六
～
一
九
一
〇
）、
黒
田
家
⑤
を
明
治
四
十

四
年
か
ら
大
正
三
年
（
一
九
一
一
～
一
四
）
と
年
次
・
年
月
日
未
詳
、
篠
塚
家
を
明
治
二
十
八
年

か
ら
大
正
八
年
（
一
八
九
五
～
一
九
一
九
）
と
年
次
未
詳
、
島
津
家
を
明
治
二
十
四
年
か
ら
大
正

十
二
年
（
一
八
九
一
～
一
九
二
三
）、
杉
（
杉　
竹
二
郎
）
家
を
明
治
二
十
七
年
か
ら
同
三
十
年
（
一

八
九
四
～
九
七
）
と
年
月
・
年
月
日
未
詳
、
橋
口
家
を
明
治
十
七
年
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
八
八

四
～
一
九
二
二
）
と
年
次
・
年
月
日
未
詳
と
し
て
再
入
力
し
た
。
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美
術
関
連
文
書　

　

本
書
翰
類
の
釈
文
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
あ
と
、
黒
田
清
輝
は
画
家
な
の
で
、
美
術
な
い
し
美
術

史
に
関
わ
る
部
分
を
抽
出
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
本
文
中
の
該

当
箇
所
を
抄
出
し
、
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類
（
と
し
て
入
力
し
た
。

　
　
　

凡　

例

一　

冒
頭
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
二
行
は
標
題
で
あ
る
。
一
行
目
上
の
一
～
二
五
六
の
漢
数
字
は
本
書
翰

類
の
通
し
番
号
で
、
次
に
区
分
け
さ
れ
た
家
名
を
配
し
、
下
の
‐
付
き
の
算
用
数
字
は
写
真
撮

影
時
に
付
与
さ
れ
た
史
料
番
号
で
あ
る
。
二
行
目
は
筆
者
が
付
し
た
史
料
名
で
あ
る
。

　
　
「
家
分
け
」
の
一
行
目
は
各
家
の
通
し
番
号
で
、
二
行
目
・
三
行
目
は
「
全
体
文
書
」
中
の

該
文
書
の
標
題
で
あ
る
。

一　

翻
刻
に
あ
た
り
、
原
本
の
文
字
遣
い
、
様
式
を
そ
の
ま
ま
残
す
よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
編
集

の
都
合
に
よ
り
次
の
よ
う
に
し
た
。

（.　

文
中
に
適
宜
、
読
点
（
、）
お
よ
び
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。
た
だ
し
行
の
最
下
段
に
は

読
点
を
付
さ
な
か
っ
た
。

（.　

原
文
の
一
行
の
文
字
数
が
印
刷
の
一
行
の
文
字
数
を
超
え
た
場
合
は
次
行
の
下
部
に
移
し

た
。

（.　

漢
字
は
、
正
字
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
原
則
そ
の
ま
ま
と
し
、
常
用
漢
字
に
は
変
換
し

な
か
っ
た
。

（.　

変
体
仮
名
は
、者（

は
）の

よ
う
に
、も
と
に
な
っ
た
漢
字
を
本
文
に
記
し
、読
み
を
右
傍
の
（　

）

内
に
平
仮
名
で
示
し
た
。

（.　

異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
た
。

（.　

合
字
に
つ
い
て
は
、
ゟ
（
よ
り
）
以
外
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

（.　

宛
字
・
誤
字
・
衍
字
は
そ
の
ま
ま
表
示
し
て
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。
正
し
い
字
が

分
か
る
場
合
は
、
右
傍
に
（
…
か
）
と
記
し
た
。

（.　

解
読
が
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
□
□
…
（
字
数
分
）、［　
　

］（
字
数
不
明
）
で
示
し
た
。

（.　

踊
り
字
は
、平
仮
名
は
「
ゝ
」、片
仮
名
は
「
ヽ
」、漢
字
は
「
々
」
を
用
い
た
。
大
返
し
は
、

濁
点
な
し
は
「
ゝ
ゝ
」、
濁
点
あ
り
は
、「
ゝ
ゞ
」、「
ゞ
ゞ
」、「
ゞ
ゝ
」（
そ
れ
ゞ
ゝ
の
文
字
数
）

で
示
し
た
。

（0.　

本
文
作
成
者
以
外
の
記
載
に
つ
い
て
は
、（
異
筆
）
と
し
、
該
文
字
を
「　

」
内
に
記
し
た
。

（（.　

抹
消
箇
所
は
「
黒
田
」
と
し
、訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、樺
山
を
黒
田
に
改
め
た
場
合
は
「
樺

山
黒
田
」
の
よ
う
に
正
し
い
文
字
を
続
け
て
記
し
た
。

（（.　

本
文
中
に
漢
文
様
の
記
載
が
あ
る
箇
所
に
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
レ
点
（
レ
）、

お
よ
び
返
り
点
（
二 　

一
）
を
付
し
た
。

（（.　

本
文
中
の
（　

）
内
の
情
報
は
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
特
に
必
要
と
考
え

ら
れ
る
人
名
や
固
有
名
詞
な
ど
に
は
① 

②
…
…
を
付
し
、
原
則
と
し
て
初
出
の
該
釈
文
に

続
け
て
註
① 

② 

…
…
と
し
て
記
し
た
。

　
　
　

家
分
け

　

前
述
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
た
素
材
は
黒
田
家
・
樺
山
家
・
島
津
家
・
杉
家
・
橋
口
家
・
篠
塚
家

に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
黒
田
・
橋
口
・
樺
山
・
島
津
・
杉
家
に
つ
い
て
は
差
出
人
を
主
と
す
る
略
系
図
を
作

成
し
た
（「
挿
図
（　
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類　
差
出
人
別
の
略
家
系
図
」
参
照
）。
参
考
ま
で
に
主
な
差
出

人
の
生
没
年
月
日
お
よ
び
黒
田
清
輝
と
の
関
係
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

＊（　

）内
の
算
用
数
字
は
太
陰
太
陽
暦（
旧
暦
）使
用
時
の
西
暦
の
日
付
、た
だ
し
明
治
六
年（
一

八
七
三
）
一
月
一
日
以
降
は
和
暦
と
西
暦
の
日
付
は
一
致
す
る
。

①
黒
田
家
…
も
と
も
と
薩
摩
国
鹿
児
島
藩
士
。
総
理
大
臣
を
務
め
た
黒
田
清
隆
と
は
、
同
祖
で
あ

る
が
、
近
縁
で
は
な
い
。 

　

・
清　

輝　

慶
応
二
年
六
月
二
十
九
日
（（（（（.（.（

）
生　

大
正
十
三
年
（（（（（

）
七
月
十
五
日

没

　

・
清　

兼　

天
保
八
年
五
月
（（（（（.（.（

～（.（

）
生　

没
年
月
日
は
未
詳

 
清
輝
の
実
父

　

・
八
重
子　

生
没
年
月
日
未
詳

 

清
兼
の
妻　
の
ち
離
婚　

清
輝
の
実
母

　

・
芳　

子　

天
保
八
年
（（（（（.（.（

～（（（（.（.（（

）
生　

大
正
十
五
年
（（（（（

）
九
月
九
日
没
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清
兼
の
妻　

清
輝
の
継
母

　

・
秀　

子　

夭 

折

 

清
輝
の
実
姉

　

・
綱　

祐　

明
治
二
十
年
（（（（（

）
生　

明
治
四
十
三
年
（（（（0

）
八
月
五
日
没

 
清
輝
の
異
母
弟

　

・
正　

彦　

清
輝
の
異
母
弟

　

・
純す

み　

子こ　

生
年
月
日
未
詳　

明
治
四
十
二
年
（（（0（

）
十
月
二
十
一
日
没

 

清
輝
の
異
母
妹

　

・
辰　

子　

生
没
年
月
日
未
詳　

の
ち
益
代
と
改
名

 

清
輝
の
異
母
妹

　

・
清　

綱　

文
政
十
三
年
三
月
二
十
一
日
（（（（0.（.（（

）
生　

大
正
六
年
（（（（（

）
三
月
二
十

三
日
没

 

清
輝
の
養
父　
実
の
伯
父

　

・
貞　

子　

天
保
八
年
十
月
（（（（（.（0.（（

～（（.（（

）
生　

明
治
三
十
七
年
（（（0（

）
七
月
三
十

一
日
没　

 

清
綱
の
妻　

清
輝
の
養
母

　

・
久 

明
治
八
年
（（（（（

）
七
月
生　

 

清
輝
の
妻　

明
治
二
十
九
年
（（（（（

）
六
月
離
婚

　

・
照　

子　

明
治
六
年
（（（（（

）
六
月
生　

昭
和
四
十
五
年
（（（（0

）
二
月
没

 

清
輝
の
妻

　

・
清　

秀　

明
治
六
年
（（（（（

）
二
月
生　

没
年
月
日
未
詳　

 

清
輝
の
養
弟　

実
の
従
弟

　

・
直　

綱　

明
治
十
一
年
（（（（（

）
生　

没
年
月
日
未
詳　

 

清
輝
の
養
弟
、
実
の
従
弟

②
橋
口
家
…
も
と
も
と
薩
摩
国
鹿
児
島
藩
士

　

・
千
賀
子　

安
政
五
年
正
月
（（（（（.（.（（

～（.（（

）
生　

没
年
月
日
未
詳

 

清
輝
の
養
姉　

実
の
従
姉　

橋
口
文
蔵
の
妻

　

・
文　

蔵　

嘉
永
六
年
（（（（（.（.（

～（（（（.（.（（

）
生　

明
治
三
十
六
年
（（（0（

）
八
月
十
日
没

 

清
輝
の
養
姉
千
賀
子
の
夫
君

　

・
兼　

清　

生
没
年
月
日
未
詳

 

千
賀
子
・
文
蔵
の
子
息

　

・
直
右
衞
門　

生
没
年
月
日
未
詳

 

文
蔵
の
弟

　

・
傳　

蔵　

天
保
二
年
（（（（（.（.（（

～（（（（.（.（

）
生　

文
久
二
年
四
月
二
十
三
日
（（（（（.（.（（

）

寺
田
屋
事
件
で
斬
殺
さ
れ
る　

 

清
輝
の
義
兄
文
蔵
の
叔
父　

子
息
は
勇
馬　

孫
は
丹
後

③
樺
山
家
…
も
と
も
と
薩
摩
国
鹿
児
島
藩
士

　

・
資　

紀　

天
保
八
年
十
一
月
十
二
日
（（（（（.（（.（

）
生　

大
正
十
一
年
（（（（（

）
二
月
九
日

没

 

樺
山
四
郎
右
衛
門
の
養
嗣
子　

清
輝
の
義
兄
橋
口
文
蔵
の
叔
父

　

・
と
も
子　

弘
化
三
年
二
月
（（（（（.（.（（

～（.（（

）
生　

昭
和
三
年
（（（（（

）
七
月
没

 

樺
山
資
紀
の
妻　

愛
輔
の
母

　

・
愛　

輔　

慶
応
元
年
五
月
十
日
（（（（（.（.（

）
生　

昭
和
二
十
八
年
（（（（（

）
十
月
二
十
一
日

没

 

清
輝
の
義
兄
橋
口
文
蔵
の
従
弟

　
　

＊
資
紀
と
は
別
系
統

　

・
資　

英　

明
治
元
年
十
一
月
十
七
日
（（（（（.（（.（0

）
生　

昭
和
十
六
年
（（（（（

）
三
月
十

九
日
没　

 

樺
山
資
雄
の
次
男

④
島
津
家
…
も
と
も
と
薩
摩
国
鹿
児
島
藩
主
の
系
統

　

・
忠　

重　

明
治
十
九
年
（（（（（

）
十
月
二
十
日
生　

昭
和
四
十
三
年
（（（（（

）
四
月
九
日
没

　

・
伊
楚
子　

明
治
二
十
一
年
（（（（（

）
一
月
生　

昭
和
四
十
六
年
（（（（（

）
没

 
　
　

忠
重
の
妻

　

・
康　

久　

明
治
二
十
八
年
（（（（（

）
一
月
生　

昭
和
四
十
七
年
（（（（（

）
没

 

忠
重
の
弟

　

・
忠た

だ　

濟な
り　

安
政
二
年
三
月
九
日
（（（（（.（.（（

）
生 

大
正
四
年
（（（（（

）
八
月
十
九
日
没
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忠
重
の
叔
父

　

・
忠た

だ　

承つ
ぐ　

明
治
三
十
六
年
（（（0（

）
五
月
十
九
日
生　

平
成
二
年
（（（（0

）
八
月
二
十
六
日

没
 

忠
濟
の
子
息 

忠
重
の
従
弟

　

・
貴た

か　

暢み
つ　

明
治
二
十
年
（（（（（

）
十
二
月
生　

昭
和
二
十
七
年
（（（（（

）
九
月
没

 

鹿
児
島
島
津
家
の
分
家

　
　

島
津
家
…
も
と
も
と
日
向
国
佐
土
原
藩
主

　

・
忠た

だ　

亮あ
き
ら　

嘉
永
二
年
五
月
（（（（（.（.（0

～（.（（

）
生　

明
治
四
十
二
年
（（（0（

）
六
月
没　

　

・
健
之
助　

明
治
十
六
年
（（（（（
）
一
月
生　

昭
和
十
二
年
（（（（（

）
八
月
没　

 

日
向
国
佐
土
原
島
津
家
の
分
家

⑤
杉
家
…
も
と
も
と
長
門
国
山
口
藩
士

　

・
竹
二
郎　

明
治
三
年
五
月
（（（（0.（.（0

～（.（（
）
生　

大
正
二
年
（（（（（

）
二
月
十
日
没

＊
生
没
年
月
日
な
ど
の
情
報
は
本
書
翰
類
の
ほ
か
、
霞
会
館
編
『
昭
和
新
修
華
族
家
系
大
成
』

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
吉
川
弘
文
館
刊
、
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
吉
川
弘
文
館
刊
、『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
な
ど
に
よ
る
。

＊
参
考
ま
で
に
各
家
分
け
の
書
翰
類
作
成
年
次
別
分
布
表
を
作
成
し
た
（
第
（
表
「
黒
田
清
輝

宛
書
翰
類 

家
分
け
差
出
人
年
次
別
分
布
表
」
参
照
）。

　
　
　

差
出
人

　

第
（
表
「
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類 

差
出
人
一
覧
」
は
書
翰
類
の
差
出
人
を
五
十
音
順
に
排
列
し
、

各
人
の
作
成
数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
成
年
月
日
と
発
信
手
段
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

各
人
の
作
成
数
は
合
計
欄
の
数
字
に
な
る
。
作
成
年
月
日
は
（
桁
の
算
用
数
字
、
発
信
手
段
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
し
た
。
（
桁
の
数
字
の
（
・
（
桁
目
の
（（
～
（（
は
明
治
、
0（
～
（（
は
大
正

の
年
次
、
（
・
（
桁
目
の
0（
か
ら
（（
は
月
次
、
（
・
（
桁
目
の
0（
か
ら
（（
は
日
次
、
各
桁
の
00
は

未
詳
を
示
す
。
な
お
、
作
成
年
月
日
未
詳
の
書
翰
類
に
は
、
第
（
表
で
用
い
た
通
し
の
史
料
番
号

を
記
し
た
。
発
信
手
段
は
（
桁
の
算
用
数
字
の
あ
と
に
、
無
印
は
封
筒
と
本
文
の
あ
る
も
の
、
g

は
封
筒
あ
る
い
は
包
紙
の
み
、
f
は
封
筒
あ
る
い
は
包
紙
欠
、
h
は
葉
書
、
d
は
電
報
を
示
す
。

差
出
人
と
し
て
多
い
の
は
、
養
父
黒
田
清

綱
が
五
八
通
、
家
令
篠
塚
兼
富
が
四
九

通
、
実
父
黒
田
清
兼
が
二
五
通
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

受
取
人

　

第
（
表
「
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類 

受
取

人
一
覧
」
は
書
翰
類
の
受
取
人
を
五
十
音

順
に
排
列
し
、
作
成
年
月
日
を
一
覧
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

各
人
の
受
取
数
は
合
計
欄
の
数
字
に
な

る
。
六
桁
の
数
字
等
は
前
述
の
差
出
人
一

覧
と
同
じ
で
あ
る
。
受
取
人
と
し
て
は
、

黒
田
清
輝
が
二
二
三
点
と
圧
倒
的
に
多

い
。

　
　
　

目　

録　

　

本
書
翰
類
の
利
便
を
図
る
た
め
に
目
録

を
作
成
し
た
（
第
（
表
「
黒
田
清
輝
宛
書

翰
類　
全
体
の
目
録
」
参
照
）。

　

目
録
中
の
番
号
は
書
翰
類
の
排
列
順

で
、
一
か
ら
二
五
六
（
釈
文
で
は
漢
数
字
）

ま
で
あ
る
。

　

史
料
番
号
は
写
真
撮
影
時
に
付
さ
れ
た

算
用
数
字
。

　

差
出
人
は
苗
字
と
名
前
を
記
し
、
原
則

と
し
て
原
史
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字

（
多
く
は
正
字
＝
旧
字
体
）
を
使
用
し
た
。

は差出人 は夫婦

兄 弟

は推定 は養子

挿図１　黒田淸輝宛書翰類　差出人別の略家系図
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兼
　
三

傳
　
蔵

資
　
紀

忠
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兼
　
器
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家

久
　
光

忠
　
義
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綱
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忠
　
濟

忠
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子
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子

八
重
子

照
　
子

黒
田
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直

＊本図の作成には鹿児島市立美術館の山西健夫氏のご教示を得た。

茂
都
子

齊
　
彬

忠
　
重

梅
三
郎

竹
二
郎

孫
三
郎

淸
　
秀

三
男

橋
口
家

橋
口
家

橋
口
家

文
　
蔵

勇
　
馬

愛
　
輔

康
　
久

伊
楚
子

直
右
衞
門

淸
　
兼

長
男

峯
　
子

杉
 
家

淸
　
輝

兼
　
淸

挿図 （　黒田清輝宛書翰類　差出人別の略家系図
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黒
田
清
輝
宛
書
翰
類
の
解
読　

（　

解
題
と
目
録
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一
一
五

　

家
分
け
は
当
初
の
区
分
に
従
っ
た
。

　

史
料
名
は
、
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
、
受
取
人
の
所
在
地
を
「
在
…
」
と
し
、
受
取
人
の
名
前
、

同
じ
く
差
出
人
の
所
在
地
と
名
前
お
よ
び
、
書
翰
・
葉
書
等
の
媒
体
で
構
成
し
、
一
部
に
は
用
途

を
記
し
た
。

　

作
成
年
月
日
は
本
文
中
の
記
載
を
基
本
と
し
、
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
消
印
や
記
述

内
容
に
よ
り
推
定
し
、
可
能
な
限
り
詳
細
に
記
し
た
。

　
「
備
考
」
は
史
料
番
号
及
び
作
成
年
月
日
の
補
足
事
項
、「
主
な
内
容
」
は
該
史
料
に
記
さ
れ
て

い
る
主
た
る
事
柄
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
釈
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

美
術
関
連
文
書
に
つ
い
て
も
全
体
の
目
録
か
ら
該
当
箇
所
を
抽
出
し
て
目
録
を
作
成
し
た
（
第

（
表
「
黒
田
清
輝
宛
書
翰
類　
美
術
関
連
の
目
録
」
参
照
）。
同
目
録
に
は
、
美
術
関
連
文
書
の
通
し

番
号
の
ほ
か
に
全
体
文
書
の
通
し
番
号
の
欄
を
設
け
た
。

（
ち
か
ま
つ　
こ
う
じ
・
元
文
化
財
情
報
資
料
部
客
員
研
究
員
）

年　次　 樺山家 黒田家 篠塚家 島津家 杉　家 橋口家 合　計
明治 （（ 年  　 　 　 　 （ （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 （ （
明治 （（ 年 　 （（ 　 　 　 （ （（
明治 （0 年 　 （ 　 　 　 　 （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 （ （
明治 （（ 年 　 （ 　 　 　 　 （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 　 　 （ 　 　 （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 （ （
明治 （（ 年 　 （0 　 　 　 　 （0
明治 （（ 年 　 （（ 　 　 （ （ （（
明治 （（ 年 （ （（ （ 　 （（ （ （（
明治 （（ 年 　 （ （ 　 （ （ （（
明治 （0 年 　 　 （ 　 （ 　 （
明治 （（ 年 　 　 （（ 　 　 （ （（
明治 （（ 年 　 　 （ 　 　 （ （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 （ 　 　 　 　 （
明治 （（ 年 （ （ （ 　 　 　 （
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （0 年 　 　 　 　 　 　 0
明治 （（ 年 　 （ 　 （ 　 （ （
明治 （（ 年 　 （ 　 （ 　 　 （
明治 （（ 年 （ （ （ 　 　 （ （（
明治 （（ 年 （ （ 　 （ 　 　 （
明治 （（ 年 　 　 （ （ 　 　 （
大正 （ 年 　 （ 　 　 　 　 （
大正 （ 年 　 （ （ 　 　 （ （
大正 （ 年 　 　 　 　 　 　 0
大正 （ 年 　 　 　 　 　 　 0
大正 （ 年 　 　 　 　 　 　 0
大正 （ 年 （ 　 　 　 　 （ （
大正 （ 年 　 　 （ 　 　 　 （
大正 （ 年 （ 　 　 　 　 　 （
大正 （0 年 　 　 　 （ 　 　 （
大正 （（ 年 （ 　 　 （ 　 （ （（
大正 （（ 年 　 　 　 （ 　 　 （
年次不記 （ （ （ （ 　 （ （（
年月不記 　 　 　 　 （ 　 （
年月日不記 （ （ 　 　 （ （ （（
合　　計 （0 （0（ （0 （（ （（ （0 （（（

第１表　黒田清輝宛書翰類　家分け差出人年次別分布表
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第
（

表
　

黒
田

清
輝

宛
書

翰
類

　差
出

人
一

覧

差
　

出
　

人
　

名
 

（
　　

 
（

　　
 

（
　　

 
（

　　
 

（
　　

 
（

　　
 

（
　　

 
（

　　
 

（
　　

 
（0

　　
 

合
　

計

樺
山

愛
輔

 
（（0（0（ 

（（0（（（ 
0（0（0（ 

0（0（（（ 
（（0（（（ 

（（0（0（ 
（（0（（（ 

00（（（（ 
000（（（ 

00（（（（g 
 

№
（（（ 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（（
樺

山
資

紀
 

（（0（（（ 
0（0（0（ 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（
樺

山
資

英
 

（（0（（（ 
（（0（0（h 

№
（（（

名
刺

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
（

樺
山

と
も

子
 

（（0（0（ 
（（0（0（f 

№
（（（g 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（
 

（（0（（（ 
（（0（（（ 

（（0（0（ 
（（0（（（f 

（（0（0（f 
（（（00（ 

（（0（（（f 
（（0（（（ 

（（0（0（ 
（（0（0（ 

黒
田

清
兼

 
（（0（（（ 

（（（00（ 
（（（（（（f 

（（0（（（ 
（（（（（（ 

（（（0（（d 
（（（（（（h 

（（0（（（ 
（（0（0（d 

（（0（0（d 
 

（（0（0（d 
（（0（0（d 

（（0（0（ 
（（0（0（ 

（（（（0（ 
0（（（（（d 

000（（（ 
　

 
　

 
　

 
（（

黒
田

清
兼

・
辰

 
（（0（（（ 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（
黒

田
清

兼
・

芳
子

 
（（（0（（ 

（（（0（（ 
（（（0（（d 

（（0（0（ 
（（0（（（ 

（（0（0（ 
（（（00（ 

　
 

　
 

　
 

（
黒

田
清

兼
・

芳
子

・
子

供
一

同
 

（（0（0（ 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
（

黒
田

清
兼

・
芳

子
・

正
彦

・
道

盈
・

益
代

 
0（0（（（ 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（
 

（（0（00f 
（（0（（（ 

（（0（0（ 
（（0（0（ 

（（0（（0 
（（0（（（ 

（（（00（ 
（（（（（（ 

（（（（（（ 
（（（（（（ 

 
（（0（0（ 

（（0（（（f 
（（（（（（ 

（（（（（（g 
（（（（（（g 

（（（（（（ 
（（（（0（ 

（（0（（（ 
（（0（（（ 

（（0（（（h 

黒
田

清
綱

 
（（0（（（ 

（（0（（（ 
（（0（0（ 

（（（0（（ 
（（（0（（f 

（（（0（（ 
（（（0（（ 

（（（（0（ 
（（（（（（ 

（（（（（（d 
 

（（（（0（ 
（（0（（（ 

（（0（（（ 
（（0（（（ 

（（0（（（ 
（（0（（0 

（（0（0（ 
（（0（（0 

（（0（（（ 
（（0（（（ 

 
（（0（（（ 

（（0（（（ 
（（（0（（ 

（（（0（（ 
（（（（0（ 

（（0（0（ 
（（0（（（ 

（（0（（（ 
（（0（（（h 

（（0（0（ 
 

000（（（ 
000（（0 

000（0（g 
000（0（g 

000（（（g 
 №

（（（ 
　

 
 

　
 

　
 

（（
黒

田
清

綱
・

清
兼

 
（（0（（（h 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

　
 

（
黒

田
す

み
子

（
純

子
） 

（（0（0（ 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
　

 
（
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に
同

封
し

た
も

の
か

 
（ 

（-（（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
『

日
記

』
（

－
（（

頁
の

（
月

（（
日

条
に

明
治

（（
年

（
月

（（
日

付
の

本
書

翰
の

記
載

あ
り

 
 

 
 

 
 

 
上

東
中

の
実

父
淸

兼
が

東
京

の
留

守
宅

等
の

状
況

と
「

お
み

ね
」

の
近

況
を

伝
え

る

 
（ 

0（-0（（ 
橋

口
千

賀
子

 
橋

口
家

 
在

パ
リ

黑
田

新
太

郎
（

淸
輝

）
宛

在
東

京
橋

口
千

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

作
成

日
次

は
明

治
（（

年
（

月
（

日
以

前
 

 
 

 
 

賀
子

書
翰

 
 

東
京

に
帰

省
中

の
養

姉
千

賀
子

が
近

況
を

伝
え

る
 

 
 

 
 

 
 

淸
綱

宛
淸

輝
の

書
翰

（『
日

記
』

（
－

（（・
（（

頁
）

へ
の

返
事

 （0 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

学
資

金
は

原
　敬

氏
留

守
宅

を
通

じ
為

替
で

送
付

す
る

 
 

 
 

 
 

 
依

頼
の

古
錦

切
類

と
花

菖
蒲

の
種

子
を

送
付

。
菖

蒲
に

関
す

る
詳

し
い

説
明

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

依
頼

の
古

錦
切

類
と

花
菖

蒲
の

種
子

と
と

も
に

「
新

古
今

和
歌

集
」

を
送

付
 

 
 

 
 

 
 

『
日

記
』

（
－

（（
頁

の
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
付

淸
綱

宛
書

翰
に

本
書

翰
の

記
述

あ
り

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（

日
 

帰
朝

し
た

大
山

綱
介

よ
り

近
況

を
聞

い
た

。
淸

輝
の

徴
兵

猶
予

の
手

続
き

は
ほ

ぼ
終

了
 

 
 

 
 

 
 

学
資

金
送

付
は

今
後

横
浜

の
「

鰯
屋

」
に

委
託

 
 

 
 

 
 

 
文

中
の

（
月

（（
日

付
の

ブ
リ

ュ
ッ

セ
ル

よ
り

の
書

状
は

『
日

記
』

（
－

（（
頁

に
記

載
あ

り
 （（ 

（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
依

頼
の

古
錦

切
類

等
を

入
れ

た
箱

は
落

手
し

た
か

、
同

箱
の

「
新

古
今

集
」

は
詠

歌
の

参
考

 
 

 
 

 
 

 
に

 
 

 
 

 
 

 
文

中
の

「
本

（
先

か
）

月
八

日
之

葉
書

」
は

『
日

記
』

（
－

（0
頁

に
記

載
あ

り
 （（ 

（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
古

錦
切

類
等

を
入

れ
た

箱
が

未
着

な
ら

、
横

浜
通

運
会

社
に

問
い

合
せ

を
す

る
 

 
 

 
 

 
 

徴
兵

猶
予

の
件

、
教

師
の

証
書

は
不

要
、

全
権

公
使

の
証

書
で

事
足

り
た

 
 

 
 

 
 

 
古

錦
切

類
等

を
入

れ
た

箱
が

到
着

の
由

安
堵

し
た

 
 

 
 

 
 

 
学

資
金

（（0
円

は
横

浜
の

「
鰯

屋
」

に
為

替
取

組
み

を
委

託
、

そ
の

券
面

を
送

付
し

た
 （（ 

（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
文

中
の

（0
月

（（
日

の
書

翰
は

『
日

記
』

（
－

（0
頁

に
記

載
あ

り
。

文
面

の
淸

輝
の

詠
歌

 
 

 
 

 
 

 
を

批
評

 （（ 
（-（（ 

―
 

黑
田

家
 

来
翰

入
れ

（
（（（（

年
夏

頃
～

（（
年

（
月

） 
～

明
治

（0
年

（
月

－
日

 
包

紙
の

み
 （（ 

（（-0（（ 
橋

口
文

藏
 

橋
口

家
 

在
東

京
黑

田
淸

綱
宛

在
パ

リ
橋

口
文

藏
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
淸

輝
が

熱
心

に
修

業
し

て
い

る
の

を
実

見
し

た
。

教
師

・
友

人
の

評
判

も
良

い

『
日

記
』

は
『

黒
田

清
輝

日
記

』、「
上

東
」

は
東

京
に

来
る

こ
と

を
示

す
。

番
号
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黒
田
清
輝
宛
書
翰
類
の
解
読　

（　

解
題
と
目
録

235

一
二
一

 
 

 
 

 
在

東
京

父
上

（
黑

田
淸

綱
）

宛
在

ベ
ル

リ
ン

橋
口

 
 

封
筒

な
し

　年
次

不
記

で
あ

る
が

№
（（

の
（（-0（（

の
文

面
か

ら
明

治
（（

年
と

推
定

 
 （（ 

（（-0（（ 
橋

口
文

藏
 

橋
口

家
 

文
藏

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

欧
州

・
ア

ル
ジ

ェ
リ

ア
巡

覧
の

報
告

。
原

　敬
書

記
官

に
預

け
置

い
た

淸
輝

の
学

資
金

は
他

 
 

 
 

 
 

 
日

黑
田

家
か

ら
返

済
す

る
よ

う
に

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

貞
子

宛
在

大
分

黑
田

淸
兼

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

水
損

開
披

不
能

、
透

か
し

映
り

の
文

字
は

「
姉

上
樣

　兼
淸

　無
事

」
 （0 

（（-0（（ 
嶋

津
久

實
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

綱
宛

在
鹿

兒
嶋

嶋
津

久
實

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

年
賀

状
 （（ 

0（-00（ 
橋

口
文

藏
 

橋
口

家
 

在
東

京
黑

田
淸

綱
宛

在
桑

港
橋

口
文

藏
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
米

国
出

張
の

航
海

や
現

地
の

状
況

、
米

国
留

学
中

の
淸

秀
（

淸
綱

の
二

男
）

の
近

況
 

 
 

 
 

 
 

文
中

の
（

月
（（

日
の

書
翰

は
『

日
記

』
（

－
（（（

頁
に

記
載

あ
り

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

共
進

会
出

品
の

結
果

見
極

め
の

た
め

パ
リ

滞
在

延
長

を
了

解
、

費
用

は
パ

リ
に

送
金

す
る

 
 

 
 

 
 

 
帰

途
米

国
滯

在
の

費
用

は
留

学
中

の
淸

秀
の

許
に

送
る

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

淸
輝

の
帰

朝
の

予
定

を
聞

き
、

指
折

り
待

っ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
淸

輝
の

長
期

留
学

に
つ

き
淸

綱
の

御
配

慮
に

は
恐

縮
し

て
い

る

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
歸

國
途

次
の

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

文
中

の
（

月
（（

日
の

書
翰

は
『

日
記

』
（

－
（（（

頁
に

記
載

あ
り

 
 

 
 

 
 

 
帰

途
の

費
用

は
淸

秀
に

送
付

し
た

。
淸

秀
同

行
の

帰
朝

を
提

案
 （（ 

（（-（（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
昨

日
淸

輝
帰

朝
の

電
報

を
受

取
っ

た
。

近
日

中
の

帰
省

を
待

っ
て

い
る

 （（ 
（（-（0 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（0
月

（
日

 
東

京
宅

に
着

い
た

淸
兼

か
ら

の
書

翰
を

淸
綱

が
京

都
に

転
送

し
た

も
の

 
 

 
 

 
 

 
淸

綱
か

ら
淸

輝
へ

の
家

政
讓

渡
の

件
承

知
し

た
。

淸
輝

の
帰

省
を

待
っ

て
い

る
 （（ 

（（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
風

邪
に

罹
っ

た
が

全
快

し
、

笄
町

邸
に

戻
っ

た
 （（ 

（（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
小

包
送

票
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

封
筒

の
み

 
 

 
 

 
 

 
帰

家
し

て
療

養
し

て
い

た
直

綱
（

淸
綱

の
三

男
）

は
全

快
、

帰
塾

し
た

 （0 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

京
都

府
知

事
中

井
弘

に
面

会
さ

れ
た

と
の

こ
と

、
諸

事
好

都
合

の
由

安
堵

し
た

 
 

 
 

 
 

 
明

日
か

ら
議

会
が

始
ま

る
が

、
う

る
さ

い
こ

と
が

多
い

 
 

 
 

 
 

 
「

清
水

の
圖

」「
周

山
之

秋
景

色
」

の
進

捗
具

合
は

如
何

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

（（
月

中
旬

に
は

淸
兼

が
上

東
、

途
次

京
都

に
立

ち
寄

る
か

も
知

れ
な

い
 

 
 

 
 

 
 

貴
族

院
よ

り
淸

輝
に

副
議

長
東

久
世

通
禧

の
肖

像
油

画
揮

毫
の

依
頼

が
あ

っ
た

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

・
淸

兼
葉

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

明
（（

日
に

帰
東

す
る

 
 

 
 

 
書

 （（ 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

淸
輝

に
夜

は
中

二
階

で
休

息
し

、
番

の
者

を
配

置
す

る
よ

う
に

 （（ 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

貴
族

院
よ

り
依

頼
の

額
画

を
こ

の
（

月
の

議
会

開
会

時
に

掲
出

で
き

る
よ

う
に

画
策

す
る

 
 

 
 

 
 

 
額

は
当

方
で

調
達

す
る

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

明
後

（（
日

に
帰

東
予

定
、

鎌
倉

へ
の

新
聞

送
達

は
明

日
ま

で
 （（ 

（（-00（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
横

濱
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
全

文
フ

ラ
ン

ス
語

 （（ 
（（-（0 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

家
令

篠
塚

氏
に

屋
敷

の
こ

と
を

相
談

し
た

の
で

、
聞

く
よ

う
に

 
 

 
 

 
 

 
篠

塚
氏

に
貴

族
院

開
院

式
欠

席
す

る
の

で
、

病
気

届
け

を
出

す
よ

う
に

伝
え

て
く

れ

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

横
濱

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

御
壮

健
画

事
研

究
大

慶
。

過
日

の
地

震
鎌

倉
は

東
京

ほ
ど

で
は

な
か

っ
た

 
 

 
 

 
 

 
し

ば
ら

く
は

横
浜

に
滞

在
す

る
よ

う
に

、
費

用
は

送
金

す
る

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

鎌
倉

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

依
頼

の
着

物
・

単
物

・
帯

等
は

本
日

郵
便

小
包

に
て

送
付

し
た

 （0 
0（-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

大
磯

黑
田

淸
輝

宛
在

箱
根

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

（
日

に
帰

東
す

る
の

で
、

そ
れ

ま
で

に
東

京
へ

帰
る

よ
う

に
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一
二
二

 （（ 
（（-0（（ 

橋
口

文
藏

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

桑
港

橋
口

文
藏

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

ほ
と

ん
ど

が
フ

ラ
ン

ス
語

 （（ 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

・
淸

秀
宛

在
廣

嶋
黑

田
淸

綱
書

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

広
島

大
本

営
へ

の
出

張
途

次
の

模
様

。
今

朝
大

本
営

参
営

 
 

 
 

 
翰

 
 

広
島

は
混

雑
し

て
い

る
が

東
京

で
聞

い
て

い
た

ほ
ど

で
は

な
い

 
 

 
 

 
 

 
本

日
よ

り
広

島
で

貴
族

院
開

会
。

明
日

呉
港

へ
軍

艦
見

物
の

予
定

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

廣
嶋

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

上
野

公
園

の
展

覧
会

出
品

の
絵

画
の

評
判

を
新

聞
切

抜
き

で
見

た
 

 
 

 
 

 
 

広
島

か
ら

の
帰

途
岡

山
で

備
前

・
備

中
・

美
作

三
国

の
大

歌
会

に
参

加
す

る
 （（ 

（（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
廣

嶋
黑

田
淸

綱
葉

書
 

明
治

（（
年

（0
月

（（
日

 
呉

鎮
守

府
出

張
、

宮
島

行
な

ど
広

島
滞

在
の

状
況

を
伝

え
る

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

岡
山

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

岡
山

で
の

大
歌

会
の

様
子

。
明

朝
大

阪
へ

出
立

。
当

月
の

諸
払

い
は

直
綱

名
義

の
通

帳
で

 
 

 
 

 
 

 
天

長
節

式
典

に
不

参
届

け
を

宮
内

省
へ

提
出

を
依

頼
 （（ 

0（-0（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
淸

輝
へ

杉
家

来
宅

を
依

頼
、

従
軍

と
は

な
か

な
か

面
白

い
 （（ 

（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
廣

嶋
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

日
清

戦
争

従
軍

の
た

め
広

島
滞

在
中

の
淸

輝
へ

の
書

翰
。

今
朝

高
島

氏
に

面
会

、
委

曲
を

依
頼

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

廣
嶋

黑
田

清
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

掛
物

二
幅

落
手

、
真

偽
は

と
も

か
く

頗
る

傑
作

 
 

 
 

 
 

 
展

覧
会

出
品

の
絵

画
を

批
評

し
た

新
聞

切
抜

き
を

同
封

し
た

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

廣
嶋

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

電
報

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

電
文

「
元

気
を

祈
る

」（
淸

輝
日

清
戦

争
従

軍
に

つ
き

）
 

 
 

 
 

在
淸

國
旅

順
口

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
 

 
淸

輝
清

国
渡

航
、

知
己

の
山

階
宮

と
同

船
は

喜
ば

し
い

。『
日

記
』

（
－

（（（
頁

の
明

治
（（ 

 （0 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

年
（（

月
（（

日
条

以
降

に
記

載
あ

り
 

 
 

 
 

 
 

清
国

に
は

珍
し

い
山

色
風

景
が

あ
る

の
で

、
高

尚
な

意
匠

が
浮

か
ぶ

こ
と

で
し

ょ
う

 （（ 
（-（（-00（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
封

筒
な

し
。

№
（（

の
0（-0（（-0（

の
00（

～
00（

の
書

翰
で

家
扶

に
よ

り
転

送
さ

れ
た

も
の

か
 

 
 

 
 

 
 

淸
輝

の
婚

儀
を

祝
す

実
父

の
書

翰

 （（  
（-（（-00（ 

篠
塚

兼
當

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

№
（（

の
0（-0（（-0（

の
①

と
同

一
書

翰
。

京
都

博
覧

会
出

品
作

品
を

納
め

た
大

箱
の

運
賃

の
件

 
 

～
00（ 

 
 

 
 

博
覧

会
事

務
か

ら
と

長
田

氏
お

よ
び

淸
兼

殿
よ

り
の

書
翰

を
同

封
し

た

 （（  
0（-0（（- 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

篠
塚

兼
尚

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

№
（（

の
0（-0（（-00（

～
00（

と
同

一
書

翰
。

京
都

博
覧

会
出

品
作

品
を

納
め

た
大

箱
の

運
賃

 
 

 
0（

の
①

 
 

 
 

 
の

件
。

博
覧

会
事

務
か

ら
と

長
田

氏
お

よ
び

淸
兼

殿
よ

り
の

書
翰

を
同

封
し

た
 

 
 

 
 

 
 

淸
輝

・
お

ば
ば

さ
ま

（
淸

輝
の

妻
久

の
母

）
京

都
安

着
安

堵
。

京
都

博
覧

会
開

期
切

迫
に

つ
 （（ 

（（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
き

御
繁

忙
を

遠
察

す
る

。
出

発
の

翌
日

合
田

氏
と

久
米

桂
一

郎
氏

来
邸

、
座

敷
の

飾
物

を
撮

 
 

 
 

 
 

 
影

し
た

 （（ 
0（-0（（-＊

 
別

府
助

保
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
別

府
助

保
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
史

料
番

号
は

0（-0（（-0（
の

②
。

封
筒

の
み

 
 

 
 

 
 

 
京

都
博

覧
会

開
場

切
迫

に
つ

き
御

繁
忙

を
遠

察
 （（ 

（（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
下

関
に

お
け

る
李

鴻
章

襲
撃

事
件

に
よ

り
議

会
開

院
式

一
両

日
延

引
 

 
 

 
 

 
 

淸
兼

近
日

中
再

上
東

、
途

次
京

都
に

立
ち

寄
る

か
も

知
れ

な
い

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
婚

礼
披

露
宴

の
あ

と
、

新
妻

お
久

殿
と

そ
の

母
同

行
の

京
都

出
張

は
好

ま
し

い
こ

と
だ

 
 

 
 

 
 

 
蓑

田
長

僖
氏

帰
東

の
途

次
京

都
に

立
寄

り
、

博
覧

会
見

学
を

希
望

、
応

対
を

よ
ろ

し
く

 （（ 
0（-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

 （（ 
0（-0（（ 

樺
山

と
も

子
 

樺
山

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
樺

山
と

も
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

本
日

「
ハ

ム
」

一
本

送
付

し
た

 
 

 
 

 
 

 
封

筒
は

№
（（

の
（（-（（（-（

と
共

通
 （0 

（（-（（（-（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

鹿
児

島
神

宮
修

補
の

件
で

東
京

へ
出

張
、

途
次

京
都

へ
立

寄
る

の
で

宿
所

の
手

配
を

頼
む

 
 

 
 

 
 

 
神

戸
に

着
船

次
第

京
都

に
向

か
う

 （（ 
（（-（（（-（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
封

筒
は

№
（0

の
（（-（（（-（

と
共

通
、

№
（0

の
書

翰
の

追
加

分
か

 
 

 
 

 
 

 
昨

夜
淸

輝
か

ら
の

電
報

と
お

久
殿

よ
り

の
書

状
落

手
し

た
。

写
真

四
枚

届
く
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一
二
三

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

博
覧

会
の

盛
況

新
聞

報
道

で
承

知
、

出
品

の
絵

画
議

論
の

末
陳

列
で

き
た

の
は

愉
快

だ
 

 
 

 
 

 
 

博
覧

会
見

学
に

出
向

き
た

い
が

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
本

日
出

発
の

予
定

だ
っ

た
が

、
（（

日
鹿

児
島

出
航

に
変

更
す

る
 （（ 

0（-0（（ 
樺

山
資

英
 

樺
山

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
京

都
樺

山
資

英
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
岳

父
と

と
も

に
京

都
に

滞
在

中
、

拝
眉

し
た

い
が

都
合

は
如

何
 （（ 

0（-0（（-0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
区

役
所

よ
り

出
品

賃
の

割
引

証
文

を
交

付
さ

れ
た

の
で

送
付

し
た

 （（ 
（（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

杉
 竹

二
郎

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

本
文

フ
ラ

ン
ス

語

 （（ 
（0-0（（-0（ 

橋
口

千
賀

子
 

橋
口

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
橋

口
千

賀
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

鹿
児

島
よ

り
淸

兼
が

上
東

、
四

方
山

話
を

し
た

。「
だ

る
ま

五
人

」
の

扱
い

に
困

っ
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
夫

・
文

藏
の

台
湾

の
在

所
書

付
（

№
（（

の
（0-0（（-0（）

を
同

封
 （（ 

（0-0（（-0（ 
橋

口
千

賀
子

 
橋

口
家

 
橋

口
文

藏
滞

在
所

書
付

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

№
（（

の
（0-0（（-0（

の
関

連
書

付
か

 （（ 
（0-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

杉
 竹

二
郎

電
報

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

電
文

「
明

日
（

時
家

に
居

ろ
」

 （0 
0（-0（0 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

京
都

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

和
歌

山
に

行
き

、
明

日
か

明
後

日
帰

る
の

で
宇

治
へ

行
か

な
け

れ
ば

俵
屋

へ
知

ら
せ

て
く

れ
 （（ 

0（-0（0 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
和

歌
村

杉
 竹

二
郎

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

和
歌

村
は

和
歌

山
県

海
辺

郡
。

本
文

フ
ラ

ン
ス

語
 （（ 

（0-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
昨

日
差

出
し

の
書

留
着

い
た

か
 （（ 

0（-0（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
大

阪
杉

 竹
二

郎
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

 
 

 
 

 
 

 
博

覧
会

の
鉱

物
館

・
美

術
館

に
出

品
す

る
画

の
抽

出
を

久
米

氏
に

依
頼

し
、

郵
送

し
た

 （（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

上
東

し
て

い
た

淸
兼

本
日

帰
途

に
就

き
、

明
後

日
京

都
着

の
予

定
 

 
 

 
 

 
 

上
東

し
て

い
る

鹿
児

島
の

福
崎

氏
と

と
も

に
京

都
へ

行
き

た
い

 （（ 
（0-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

杉
 竹

二
郎

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

本
文

フ
ラ

ン
ス

語
 （（ 

（0-（0 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
福

崎
氏

と
滞

京
中

世
話

に
な

っ
た

。
帰

路
伊

勢
神

宮
等

を
訪

れ
、

昨
日

帰
東

。
金

州
か

ら
の

 
 

 
 

 
 

 
行

李
落

手
、

作
品

は
そ

の
ま

ま
格

護
。

京
都

移
住

を
考

え
て

い
る

の
で

、
隠

宅
を

捜
し

て
く

れ
 （（ 

（0-0（0 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
塩

原
杉

 竹
二

郎
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

 （（ 
（0-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

久
米

氏
泊

り
込

み
で

画
書

を
作

成
し

て
い

る
。

笄
町

へ
引

越
す

準
備

を
し

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

博
覧

会
褒

賞
式

後
帰

東
の

際
、

家
族

連
れ

な
の

で
暑

い
時

期
を

避
け

て
秋

ま
で

延
引

し
て

は
 （（ 

（0-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
昨

日
博

覧
会

褒
賞

式
は

済
ん

だ
だ

ろ
う

か
ら

、
帰

東
の

期
日

を
知

ら
せ

て
く

れ

 （0 
（0-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

帰
東

は
婆

々
様

等
多

人
数

で
道

中
厳

し
い

の
で

　秋
ま

で
延

引
の

こ
と

諒
承

 
 

 
 

 
 

 
橋

口
文

藏
氏

近
日

中
台

湾
よ

り
帰

東
の

予
定

 （（ 
（0-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

杉
 竹

二
郎

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

本
文

フ
ラ

ン
ス

語
 （（ 

（0-0（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
杉

 竹
二

郎
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

 （（ 
0（-（（0 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

杉
 竹

二
郎

葉
書

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

本
文

フ
ラ

ン
ス

語

 （（ 
（-（（0-（ 

黑
田

　久
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鎌

倉
黑

田
久

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

。
帰

東
の

途
次

長
良

川
・

養
老

の
滝

等
を

見
て

鎌
倉

に
滞

在
中

 
 

 
 

 
 

 
明

朝
（

時
東

京
着

。
送

金
感

謝
 （（ 

（-（（0-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鎌

倉
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
箱

根
方

面
へ

の
旅

、
各

温
泉

場
混

雑
、

小
田

原
付

近
コ

レ
ラ

流
行

で
、

決
行

し
か

ね
る

 
 

 
 

 
在

フ
ラ

ン
ス

 ベ
ル

タ
ン

夫
人

宛
樺

山
と

も
子

 
 

封
筒

な
し

。
ベ

ル
ダ

ン
夫

人
宛

書
翰

の
仏

語
訳

を
淸

輝
に

依
頼

し
た

も
の

 （（ 
0（-0（（ 

樺
山

と
も

子
 

樺
山

家
 

書
翰

案
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
樺

山
と

も
子

の
夫

資
紀

は
台

湾
渡

航
。

息
子

の
愛

輔
は

独
国

よ
り

帰
国

、
川

村
伯

の
娘

と
結

婚
 

 
 

 
 

 
 

神
田

の
学

校
は

昨
年

の
地

震
で

壊
れ

た
が

、
修

築
し

た
 （（ 

0（-0（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
神

戸
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
こ

れ
か

ら
仏

国
に

向
か

う
 

 
 

 
 

 
 

淸
輝

の
洋

行
の

件
を

親
爺

（
杉

 孫
七

郎
）

に
頼

ん
で

あ
る

の
で

会
い

に
行

く
よ

う
に
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 （（ 
0（-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

長
崎

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

昨
日

神
戸

出
航

、
今

夜
長

崎
着

。
次

は
上

海
か

ら
手

紙
を

出
す

 
 

 
 

 
 

 
親

爺
に

淸
輝

の
仏

国
行

依
頼

の
手

紙
を

送
っ

た
 （（ 

（-（（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鎌

倉
黑

田
淸

綱
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
明

日
帰

東
。

新
橋

駅
に

人
力

車
を

（
輌

手
配

し
て

く
れ

 （0 
（0-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

香
港

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

ま
た

親
爺

に
手

紙
を

書
い

た
。

淸
輝

と
一

緒
に

フ
ラ

ン
ス

に
居

れ
ば

面
白

い
だ

ろ
う

 
 

 
 

 
 

 
久

米
桂

一
郎

は
ど

う
し

て
い

る
 （（ 

（0-00（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
西

貢
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（0
日

 
（（

日
正

午
香

港
出

航
。

（（
日

は
終

日
航

海
 

 
 

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
西

貢
＝

サ
イ

ゴ
ン

 
 

親
爺

に
二

、
三

度
手

紙
を

書
い

た
。

（0
日

サ
イ

ゴ
ン

着

 （（ 
（0-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

ア
デ

ン
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（0
月

（
日

 
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・

コ
ロ

ン
ボ

を
経

て
ア

デ
ン

に
着

い
た

。
あ

と
（0

日
で

マ
ル

セ
イ

ユ
に

着
く

 
 

 
 

 
 

 
 

親
爺

に
会

っ
て

フ
ラ

ン
ス

行
の

こ
と

を
話

し
た

か

 （（ 
（0-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（0
月

（
日

 
淸

輝
の

帰
東

の
時

期
を

知
ら

せ
て

く
れ

 
 

 
 

 
 

 
吉

川
嘉

平
が

渡
台

に
つ

き
、

該
地

の
状

況
を

帰
朝

中
の

橋
口

文
藏

か
ら

直
接

聞
か

せ
た

い

 （（ 
（0-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

京
都

の
居

宅
探

し
の

件
岡

田
氏

の
子

息
の

案
内

で
実

見
し

た
結

果
が

芳
し

く
な

い
よ

う
だ

か
 

 
 

 
 

 
 

ら
現

況
の

小
谷

邸
の

ま
ま

で
仕

方
が

な
い

だ
ろ

う
。

樋
口

探
月

の
妻

病
死

の
報

あ
り

 （（ 
（（-（（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

京
都

の
居

宅
探

し
の

件
、

貸
家

賃
高

騰
な

ど
条

件
が

合
わ

な
い

と
の

こ
と

諒
承

、
気

長
く

待
つ

 
 

 
 

 
 

 
昨

日
橋

口
文

藏
の

家
族

等
と

上
野

博
覧

会
を

久
米

氏
の

案
内

で
観

覧
し

た
 

 
 

 
 

 
 

（0
月

（（
日

母
上

・
お

婆
々

様
東

京
安

着
。

父
上

（
淸

綱
）

は
（0

月
（（

日
笄

町
へ

引
移

ら

 （（ 
（0-0（（ 

橋
口

千
賀

子
 

橋
口

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
橋

口
千

賀
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

れ
た

 
 

 
 

 
 

 
先

日
私

の
家

族
は

父
上

と
上

野
博

覧
会

見
学

に
行

っ
た

。
文

藏
の

出
発

期
日

は
今

の
と

こ
ろ

 
 

 
 

 
 

 
不

明
 （（ 

（（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

黑
田

淸
輝

宛
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
直

綱
（

淸
綱

三
男

）
養

家
相

続
の

件
、

鹿
児

島
県

へ
提

出
す

る
書

類
残

し
て

置
い

て
く

れ
 （（ 

（0-0（（ 
橋

口
千

賀
子

 
橋

口
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

千
賀

子
電

報
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
電

文
「

文
藏

発
っ

た
か

」

 （（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
書

面
受

取
っ

た
が

、
鹿

児
島

神
宮

昇
格

の
件

で
多

忙
で

返
事

が
遲

れ
た

 
 

 
 

 
 

 
家

政
相

続
後

初
め

て
の

節
季

で
多

用
の

こ
と

遠
察

し
て

い
る

 （00 
（（-00（ 

橋
口

文
藏

 
橋

口
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

臺
灣

橋
口

文
藏

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

年
始

の
挨

拶
。

帰
任

の
際

、
種

々
馳

走
に

な
り

感
謝

 （0（ 
（（-（0-0（ 

黑
田

綱
祐

 
黑

田
家

 
兄

上
（

黑
田

淸
輝

）
宛

（
黑

田
）

綱
祐

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

№
（（（

の
（（-（0-00（

～
00（、

00（
～

00（
の

書
翰

に
同

封
 年

始
の

挨
拶

 （0（ 
（（-（0-0（ 

黑
田

す
み

子
 

黑
田

家
 

兄
上

（
黑

田
淸

輝
）

宛
（

黑
田

）
す

み
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

№
（（（

の
（（-（0-00（

～
00（、

00（
～

00（
の

書
翰

に
同

封
 年

始
の

挨
拶

 （0（ 
（（-（0-0（ 

黑
田

正
彦

 
黑

田
家

 
兄

上
（

黑
田

淸
輝

）
宛

（
黑

田
）

正
彦

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

№
（（（

の
（（-（0-00（

～
00（、

00（
～

00（
の

書
翰

に
同

封
 年

始
の

挨
拶

 （0（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

ほ
か

 黑
田

家
 

黑
田

淸
輝

宛
黑

田
淸

兼
・

芳
子

・
子

供
一

同
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
№

（（（
の

（（-（0-00（
～

00（、
00（

～
00（

の
書

翰
に

同
封

 年
始

の
挨

拶

 （0（ 
（-（（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

鹿
児

島
の

淸
兼

へ
歳

暮
祝

儀
と

し
て

金
（

円
為

替
で

送
付

し
た

 
 

 
 

 
 

 
（（

月
（0

日
か

ら
鎌

倉
に

滞
在

し
て

い
る

。
 （0（ 

（（-0（（ 
橋

口
千

賀
子

 
橋

口
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

千
賀

子
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
出

京
中

御
世

話
に

な
り

感
謝

。
金

（00
円

貸
し

て
頂

い
た

が
、

も
う

（00
円

拝
借

し
た

い
 （0（ 

（（-（（ 
黑

田
　久

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

久
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
市

税
、

三
井

銀
行

よ
り

受
取

り
、

納
入

し
た

 
 

 
 

 
 

 
鹿

児
島

の
淸

兼
よ

り
の

書
状

を
同

封
し

た
 （0（ 

（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
祇

園
の

安
居

神
社

社
司

よ
り

売
邸

の
図

面
が

届
い

た
、

以
前

岡
田

氏
が

案
内

し
た

物
件

と
同

 
 

 
 

 
 

 
じ

も
の

の
よ

う
だ

（
№

（（
の

（0-（（
参

照
）　

 
 

 
 

 
 

 
№

（（0
の

（（-（（-0（
と

同
一

 （0（ 
（（-（（ 

橋
口

千
賀

子
 

橋
口

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
橋

口
千

賀
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

お
金

拝
借

の
件

、
（00

円
は

手
当

で
き

た
の

で
（00

円
御

貸
し

頂
き

た
い

 
 

 
 

 
 

 
息

子
の

兼
淸

病
気

に
罹

っ
た

が
、

快
方

に
向

か
っ

て
い

る
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 （（0 
（（-（（-0（ 

橋
口

千
賀

子
 

橋
口

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
橋

口
千

賀
子

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

№
（0（

の
（（-（（

と
同

一
 （（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
封

筒
の

み
 

 
 

 
 

 
 

＊
史

料
番

号
は

（（-（0-00（
～

00（、
00（

～
00（

 （（（ 
（（-（0-＊

 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

京
都

で
超

歳
、

勉
強

に
励

ま
れ

て
い

る
由

承
知

し
た

 
 

 
 

 
 

 
東

京
へ

帰
家

し
た

ら
、

家
政

向
良

く
下

知
す

る
よ

う
に

 
 

 
 

 
 

 
パ

リ
も

淸
輝

が
一

緒
だ

と
面

白
い

の
だ

が
。

こ
ち

ら
に

は
自

然
の

分
か

る
奴

が
い

な
い

 （（（ 
0（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

パ
リ

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

「
サ

ロ
ン

」
や

「
シ

ャ
レ

ド
コ

ル
ス

」
に

行
っ

た
、

面
白

い
絵

が
沢

山
あ

っ
た

の
で

カ
タ

ロ
グ

 
 

 
 

 
 

 
を

送
る

 
 

 
 

 
 

 
西

園
寺

氏
か

ら
頼

ま
れ

た
絵

は
出

来
上

が
っ

た
か

 （（（ 
0（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

パ
リ

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

淸
輝

が
美

術
学

校
の

教
師

に
な

っ
た

こ
と

は
悪

く
は

な
か

ろ
う

 
 

 
 

 
 

 
淸

輝
の

仏
国

行
の

話
は

駄
目

か
も

。「
サ

ロ
ン

」
の

目
録

を
送

っ
た

、
久

米
に

も
見

せ
て

く
れ

 （（（ 
（（-0（0 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

大
磯

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

書
留

　奥
様

は
清

輝
が

樺
山

伯
依

頼
の

画
製

作
の

た
め

大
磯

に
滞

在
し

て
い

る
こ

と
を

承
知

さ
 

 
 

 
 

 
 

れ
て

い
る

。
金

（0
円

を
為

替
で

送
っ

た
。

松
方

正
作

氏
が

暇
乞

い
に

来
た

 
 

 
 

 
 

 
淸

輝
が

造
っ

た
庭

の
写

真
を

送
っ

て
く

れ
、

庭
改

造
は

『
日

記
』

（
－

（（0
頁

の
明

治
（（

年
 

 
 

 
 

 
 

（
月

（（
日

条
に

あ
り

 （（（ 
0（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

イ
ギ

リ
ス

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

週
に

二
、

三
度

Bird
の

ア
ト

リ
エ

に
行

き
、

日
本

絵
の

講
釈

を
し

て
い

る
 

 
 

 
 

 
 

早
く

パ
リ

に
帰

り
た

い
が

、
梅

公
（

杉
 竹

二
郎

の
弟

梅
三

郎
）

が
来

る
の

で
ロ

ン
ド

ン
に

留
 

 
 

 
 

 
 

ま
る

 （（（ 
（（-（00 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
直

綱
後

見
解

除
の

届
け

を
出

す
た

め
別

紙
に

署
名

・
捺

印
を

請
う

 （（（ 
（（-（0（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

パ
リ

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 「

白
馬

会
」

と
は

ど
う

い
う

意
味

か
、

明
治

美
術

会
の

向
こ

う
を

張
っ

て
の

も
の

か
、

面
白

い
 

 
 

 
 

 
 

こ
と

を
や

っ
て

い
る

な
　

 （（（ 
（（-0（0-0（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

書
留

　金
（00

円
を

為
替

で
送

付
し

た
。

久
米

氏
よ

り
美

術
学

校
の

月
給

を
受

取
っ

た
 （（0 

（（-0（0-0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
電

報
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
電

文
「

サ
ノ

よ
り

金
（0

円
取

る
、

送
ろ

う
か

」
 （（（ 

（（-（0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
大

原
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
葉

書
 

明
治

（（
年

（（
月

（0
日

 
日

付
：

あ
る

い
は

（（
月

（（
日

か
。

大
原

は
千

葉
県

。
葉

巻
煙

草
を

小
包

で
送

っ
た

 （（（ 
（（-（0（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

大
原

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

葉
書

 
明

治
（0

年
（

月
（

日
 

久
保

田
鼎

氏
の

令
息

三
郎

氏
死

去
、

悔
状

を
出

し
た

。
明

八
日

の
美

術
学

校
の

不
参

届
差

出
す

 
 

 
 

 
 

 
今

年
初

め
か

ら
東

洋
語

学
校

で
日

本
語

を
教

え
て

い
る

 （（（ 
（（-00（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

パ
リ

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
明

治
（0

年
（

月
（

日
 

「
白

馬
会

」
の

名
称

は
象

徴
的

な
意

味
か

と
思

っ
て

い
た

が
「

濁
酒

」
の

こ
と

か
、

旧
派

の
奴

 
 

 
 

 
 

 
等

を
へ

こ
ま

す
の

は
面

白
い

。「
小

督
」

の
絵

、
仕

上
が

っ
た

ら
写

真
を

送
っ

て
く

れ

 （（（ 
（（-（（（-0（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

箱
根

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（0

年
（

月
（

日
 

年
次

は
№

（（（
の

（（-（（（-0（
に

よ
る

。
庭

木
の

刈
込

み
を

植
木

屋
に

頼
ん

で
よ

い
か

 
 

 
 

 
 

 
『

反
省

雜
誌

』（『
中

央
公

論
』

の
前

身
）

な
ど

を
送

ろ
う

か

 （（（ 
（（-（（（-0（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

箱
根

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（0

年
（

月
（

日
 

『
反

省
雜

誌
』『

世
界

之
日

本
』

を
送

付
し

た
あ

と
に

、『
反

省
雜

誌
』

（
部

と
菓

子
折

が
届

け
 

 
 

 
 

 
 

ら
れ

た

 （（（ 
（（-（0（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

箱
根

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

葉
書

 
明

治
（0

年
（

月
（（

日
 

注
文

の
『

国
華

』
（（

冊
今

朝
届

い
た

。
（

冊
（

円
の

と
こ

ろ
、

（
冊

に
つ

き
（

銭
位

は
値

引
 

 
 

 
 

 
 

き
と

の
こ

と

 （（（ 
（（-（（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

箱
根

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（0

年
（

月
（（

日
 

左
官

屋
へ

（（
円

（0
銭

支
払

っ
て

よ
い

か
、

植
木

屋
・

学
習

院
学

資
金

等
は

月
次

の
払

い
に

 
 

 
 

 
 

 
す

る
 （（（ 

（（-（（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
箱

根
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（0
年

（
月

（（
日

 
書

留
 封

筒
の

み
 （（（ 

（（-（（0 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
箱

根
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（0
年

（
月

（（
日

 
作

成
年

月
日

：
あ

る
い

は
（

月
（0

日
か

　
封

筒
の

み
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 （（0 
（（-0（0 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

依
頼

の
葉

巻
煙

草
・

煎
餅

を
小

包
に

て
送

付
。

納
所

（
マ

マ
）

氏
か

ら
の

書
状

同
封

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

貞
子

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

三
郎

様
の

衣
服

染
め

直
し

、
形

帳
で

見
立

て
て

く
れ

。
新

納
時

保
氏

入
来

、
届

物
持

參
さ

れ
る

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

三
年

町
の

九
鬼

邸
を

尋
ね

た
。「

三
同

社
」

へ
の

対
応

を
う

か
が

い
た

い
 

 
 

 
 

 
 

「
や

ま
と

新
聞

」
以

後
ま

と
め

て
送

付
す

る

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

「
白

馬
会

」
の

物
品

を
小

林
文

七
氏

に
貸

渡
す

。
明

後
日

所
得

税
を

納
付

す
る

 
 

 
 

 
 

 
建

物
会

社
と

至
急

物
件

を
見

分
す

る
よ

う
に

取
決

め
、

今
日

社
員

が
来

る
の

を
待

つ

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

一
昨

日
建

物
会

社
見

分
し

、
地

所
売

却
代

（,（00
円

の
由

 
 

 
 

 
 

 
三

菱
銀

行
・

三
井

銀
行

が
現

今
貸

付
を

や
め

た
由

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

地
所

売
却

代
金

手
取

り
（,（（（

円
で

約
定

書
を

取
替

し
た

。
物

件
引

渡
し

は
（

月
（0

日

 （（（  
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

封
筒

の
み

 
 

-0（

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

病
気

の
文

部
大

臣
を

見
舞

っ
た

。
逗

子
の

養
神

亭
へ

の
払

金
（

円
（0

銭
と

コ
ー

ヒ
ー

を
送

付
 

 
 

 
 

 
 

し
た

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

逗
子

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

申
付

け
の

公
債

証
書

日
本

銀
行

へ
払

い
、

郵
船
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黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

鹿
児

島
の

乾
氏

よ
り

別
紙

到
来

、
取

扱
い

難
し

い
（

別
紙

な
し

）

 （（（  
（（-0（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

樺
山

愛
輔

書
類

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

 
 

-0（ 
 

 
 

 
重

野
安

繹
博

士
の

御
礼

品
進

呈
の

寄
附

金
領

収
證

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
帰

省
後

の
帰

東
安

着
の

電
報

落
手

し
、

安
心

し
た

。
輝

子
夫

人
の

病
気

は
如

何
 

 
 

 
 

 
 

淸
兼

の
息

男
綱

祐
不

日
帰

麑
の

予
定

、
旅

費
の

こ
と

よ
ろ

し
く

 （（（ 
（（-00（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

鎌
倉

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

鹿
児

島
よ

り
電

報
、

電
文

「
本

は
受

け
取

り
ま

し
た

 島
津

」
 （（（ 

（（-（（（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

電
報

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

電
文

「
綱

祐
今

日
四

時
 川

内
川

に
て

水
泳

中
溺

死
す

 死
骸

捜
索

中
」
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 （（0 
（（-（（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
電

報
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
電

文
「

死
体

引
揚

す
み

 今
日

川
内

よ
り

帰
る

筈
」

 （（（ 
（（-（（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
電

報
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
電

文
「

綱
祐

遺
骸

今
暁

到
着

　明
（

日
（

午
）

後
（

時
葬

儀
執

行
す

」
 （（（ 

（（-（（（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

電
報

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

電
文

「
葬

儀
無

事
済

む
」

 （（（ 
（（-（（（ 

橋
口

兼
淸

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

北
海

道
橋

口
兼

淸
電

報
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
電

文
「

今
日

『
日

日
』（

東
京

日
日

新
聞

）
に

て
綱

祐
溺

死
の

報
に

接
し

哀
悼

の
念

に
堪

え
ず

 
 

 
 

 
 

 
悔

み
申

す
」

 （（（ 
（（-（（（  

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
・

芳
子

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

 綱
祐

死
去

に
つ

き
、

慰
問

を
深

謝
す

る

 
 

 
　

　
芳

子
 

 
挨

拶
状

 
 

＊
綱

祐
変

死
に

つ
き

鹿
児

島
に

向
か

う
こ

と
『

日
記

』
（

－
（0（

頁
明

治
（（

年
の

（
月

（
日

 
 

 
 

 
 

 
　

条
に

記
述

あ
り

 （（（ 
（（-0（（ 

橋
口

　淸
 

橋
口

家
 

在
東

京
白

瀧
幾

之
助

宛
在

東
京

橋
口

　淸
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
黒

田
先

生
へ

の
記

念
品

贈
呈

に
賛

意
、

５
円

小
為

替
に

て
送

金

 （（（ 
（（-0（（ 

樺
山

資
紀

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

淨
光

明
寺

參
拜

所
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
鹿

児
島

の
浄

光
明

寺
参

拝
所

改
築

募
金

趣
意

書
 

 
 

 
 

改
築

事
務

所
 委

員
長

 伯
爵

 樺
山

資
紀

書
翰

 
以

前

 （（（ 
（0-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
・

辰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
鎌

倉
へ

転
送

、
兄

淸
輝

・
姉

宛
辰

書
翰

同
封

 夏
帽

子
等

恵
送

の
御

礼
 

 
 

　
　

辰
 

 
書

翰
 

 
 

 
 

 
 

清
兼

の
養

子
候

補
大

給
近

清
の

件
は

立
消

え
か

　
清

兼
の

息
女

辰
子

（
清

輝
の

異
母

妹
）

に
 （（（ 

（0-（ 
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

相
応

し
い

男
子

を
捜

し
て

く
れ

。
パ

ナ
マ

帽
の

恵
送

御
礼

 
 

 
 

 
 

 
陸

軍
大

将
伏

見
宮

貞
愛

親
王

来
麑

、
淸

輝
の

事
を

記
憶

さ
れ

て
い

た

 （（（ 
（（-（（  

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
・

芳
子

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

東
京

の
暴

風
雨

御
見

舞
い

。
綱

祐
一

周
忌

に
つ

き
、

菓
子

料
と

し
て

金
１

円
送

付
し

た
 

 
 

　
　

芳
子

 
 

書
翰

 
 

「
も

と
（

清
輝

の
異

母
妹

）」
は

病
気

に
罹

っ
た

が
快

方
に

向
っ

て
い

る

 （（0 
（（-（0 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
綱

祐
一

周
忌

供
物

料
と

し
て

金
５

円
受

領
、

感
謝

。
昨

日
一

年
祭

執
行

 
 

 
 

 
 

 
鎌

倉
の

橋
口

家
別

荘
暴

風
で

倒
壊

の
由

、
折

よ
く

淸
輝

は
不

在
で

何
よ

り
だ

っ
た

 （（（ 
（（-（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
・

芳
子

 
明

治
（（

年
（0

月
（

日
 

養
子

は
ま

だ
決

ま
ら

な
い

、
清

綱
兄

と
と

も
に

相
応

し
い

男
子

を
見

つ
け

て
く

れ
 

 
 

　
　

芳
子

 
 

書
翰

 
 

鹿
児

島
大

風
雨

被
害

甚
大

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
直

綱
の

離
婚

承
知

。
北

村
広

堯
氏

（
清

輝
の

妹
婿

）、
福

岡
の

與
倉

喜
平

太
夫

妻
と

養
子

の
 

 
 

 
 

 
 

 
件

熟
談

 （（（ 
（0-0（（ 

嶋
津

貴
暢

 
嶋

津
家

 
在

東
京

黑
田

淸
綱

宛
在

鹿
兒

嶋
嶋

津
貴

暢
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
倉

内
家

所
蔵

の
刀

剣
は

大
久

保
利

通
の

旧
蔵

で
海

江
田

信
義

を
経

て
倉

内
家

に
移

さ
れ

た
も

の
 （（（ 

（0-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
鎌

倉
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
君

子
様

黒
田

家
寄

留
の

届
け

提
出

、
学

齢
通

知
書

を
小

石
川

区
役

所
に

戻
し

た
 （（（ 

（0-0（（ 
嶋

津
貴

暢
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
鹿

兒
嶋

嶋
津

貴
暢

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

勤
務

し
て

い
る

学
習

院
女

学
部

焼
失

の
こ

と
新

聞
紙

上
で

承
知

、
御

一
同

様
無

事
で

す
か

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
電

報
 

大
正

（
年

（（
月

（（
日

 
電

文
「

簞
笥

見
合

す
、

針
箱

・
鏡

台
頼

む
」

 
 

 
 

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

、
照

子
宛

在
鹿

兒
嶋

黑
田

淸
兼

 
 

辰
子

の
代

筆
か

　
梅

北
ゆ

か
氏

帰
麑

、
東

京
の

黒
田

家
の

様
子

を
聞

い
た

。
鎌

倉
の

別
荘

落
 （（（ 

（-（（ 
黑

田
淸

兼
ほ

か
 黑

田
家

 
・

よ
し

子
・

正
彦

・
道

盈
・

辰
子

書
翰

 
大

正
（

年
（

月
（（

日
 

成
の

由
、

結
構

な
こ

と
 

 
 

 
 

 
 

父
淸

兼
の

病
状

そ
の

後
大

変
良

し
。

立
派

な
絵

画
の

御
恵

送
を

感
謝

す
る

 
 

（（-（（（  
 

 
 

 
№

（（（
の

（（-（（（-0（
の

関
連

書
翰

。
封

筒
な

し
 （（（ 

-0（  
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

神
田

税
務

署
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

大
正

（
年

（
月

（（
日

 
所

得
税

決
定

高
訂

正
願

を
提

出
。

こ
の

件
は

『
日

記
』

（
－

（（（
頁

の
大

正
（

年
（

月
（（

日
 

 
 

 
 

 
 

条
に

記
載

あ
り

 （（（  
（（-（（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
在

鎌
倉

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
大

正
（

年
（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

№
（（（

の
（（-（（（-0（

の
書

翰
に

同
封

さ
れ

た
も

の
か

 
 

-0（ 
 

 
 

 
所

得
税

訂
正

、
家

賃
は

解
決

、
西

洋
画

報
酬

の
（00

円
は

帰
東

の
上

、
指

示
を

仰
ぎ

た
い

 （00 
（（-（0（ 

橋
口

兼
淸

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

兼
淸

書
翰

 
大

正
（

年
（0

月
（

日
 

橋
口

兼
清

の
妹

夏
子

の
婚

礼
祝

儀
の

御
礼

 （0（ 
（（-0（（ 

橋
口

丹
後

 
橋

口
家

 
在

鎌
倉

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

丹
後

會
葬

禮
状

 
大

正
（

年
（

月
（（

日
 

父
橋

口
勇

馬
の

葬
儀

会
葬

の
御

礼
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黒
田
清
輝
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（　

解
題
と
目
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一
二
九

 （0（ 
（（-0（（  

松
方

正
義

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
 發

起
人

 松
方

正
義

・
 

大
正

（
年

（
月

（
日

 
前

鹿
児

島
県

知
事

高
岡

直
吉

氏
在

職
中

の
尽

力
に

謝
意

を
表

す
る

晩
餐

会
通

知
書

 
 

 
　

　
ほ

か
 

 
樺

山
資

紀
・

山
本

權
兵

衞
書

翰
 （0（ 

（（-（（（ 
橋

口
丹

後
 

橋
口

家
 

父
勇

馬
七

七
日

に
付

橋
口

丹
後

挨
拶

状
 

大
正

（
年

（
月

－
日

 
封

筒
な

し
 父

橋
口

勇
馬

の
香

奠
返

し
を

慈
善

事
業

に
寄

付
す

る

 （0（ 
（（-0（（ 

樺
山

資
紀

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

三
州

倶
樂

部
會

長
 

大
正

（
年

（
月

（
日

 
旧

薩
摩

国
鹿

児
島

藩
域

出
身

者
で

構
成

す
る

「
三

州
会

倶
楽

部
」

設
立

に
つ

き
、

会
費

の
入

 
 

 
 

 
 

樺
山

資
紀

書
翰

 
 

金
依

頼
と

事
業

内
容

 （0（ 
（（-0（（ 

篠
塚

元
三

 
篠

塚
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

樣
執

事
宛

在
東

京
市

外
千

駄
ヶ

 
大

正
（

年
（

月
（（

日
 

暑
中

見
舞

い
 

 
 

 
 

谷
篠

塚
元

三
葉

書
 （0（ 

（（-0（（ 
樺

山
愛

輔
 

樺
山

家
 

在
鎌

倉
黑

田
淸

輝
宛

在
熱

海
樺

山
愛

輔
書

翰
 

大
正

（
年

（
月

（
日

 
年

始
挨

拶
 （0（ 

（（-（（0 
樺

山
愛

輔
 

樺
山

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
樺

山
愛

輔
葉

書
 

大
正

（
年

（
月

（（
日

 
夕

食
会

の
招

待

 （0（ 
（（-（0（  

嶋
津

忠
重

 
嶋

津
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

家
扶

宛
在

東
京

公
爵

嶋
津

忠
重

 
大

正
（0

年
（

月
（（

日
 

島
津

忠
重

公
爵

の
ロ

ン
ド

ン
着

の
報

告
 

 
　

 
　

家
扶

 
 

家
扶

葉
書

 
 （0（ 

（0-0（（  
嶋

津
家

 
嶋

津
家

 
在

鎌
倉

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

嶋
津

家
キ

ム
ラ

電
報

 
大

正
（0

年
（

月
（（

日
 

電
文

「
陶

器
図

案
の

件
に

つ
き

 明
日

朝
行

く
 御

待
ち

願
う

」
 

 
 

　
　

キ
ム

ラ
 

 
 

 
『

日
記

』
（

－
（（（（

頁
の

大
正

（0
年

（
月

（（
日

条
に

「
木

村
氏

入
来

」
の

記
載

あ
り

 （（0 
（0-00（ 

嶋
津

忠
重

家
扶

 嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

重
家

扶
書

翰
 

大
正

（0
年

（0
月

（（
日

 
公

爵
夫

人
島

津
伊

礎
子

氏
洋

行
の

日
程

 （（（ 
（（-0（（ 

嶋
津

忠
重

家
扶

 嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

重
家

扶
書

翰
 

大
正

（0
年

（（
月

（（
日

 
公

爵
夫

人
島

津
伊

礎
子

氏
の

洋
行

、
（（

月
（（

日
午

前
（

時
（0

分
発

の
特

急
で

神
戸

に
向

か
う

 （（（ 
（0-0（（ 

嶋
津

伊
礎

子
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
伊

礎
子

書
翰

 
大

正
（0

年
（（

月
（（

日
 

本
日

の
公

爵
夫

人
島

津
伊

礎
子

氏
の

洋
行

出
発

に
際

し
、

見
送

り
の

御
礼

　『
日

記
』

（
－

 
 

 
 

 
 

 
（（（（

頁
の

大
正

（0
年

（（
月

（（
日

条
に

「
公

爵
夫

人
ヲ

東
京

驛
ニ

送
ル

」
の

記
載

あ
り

 （（（ 
（0-0（（ 

嶋
津

忠
重

家
扶

 嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

重
家

扶
書

翰
 

大
正

（（
年

（
月

（（
日

 
公

爵
夫

人
島

津
伊

礎
子

氏
の

洋
行

、
（

月
（0

日
マ

ル
セ

ー
ユ

着
、

パ
リ

・
ロ

ン
ド

ン
に

向
か

う

 （（（ 
（0-0（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

樺
山

愛
輔

書
翰

 
大

正
（（

年
（

月
（（

日
 

亡
父

樺
山

資
紀

伯
（

大
正

（（
年

（
月

（
日

死
去

）
の

葬
儀

に
懇

切
な

御
世

話
の

御
礼

 
 

 
 

 
 

 
『

日
記

』
（

－
（（（

頁
の

（
月

（（
日

条
に

葬
儀

参
列

の
記

載
あ

り
 （（（ 

（0-0（（ 
嶋

津
忠

重
家

扶
 嶋

津
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

嶋
津

忠
重

家
扶

書
翰

 
大

正
（（

年
（

月
（（

日
 

公
爵

島
津

忠
厚

氏
夫

妻
（

月
（（

日
ロ

ン
ド

ン
着

の
電

報
あ

り
 （（（ 

（（-（（（ 
橋

口
正

美
 

橋
口

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
橋

口
正

美
葉

書
 

大
正

（（
年

（
月

－
日

 
樺

山
資

紀
伯

の
葬

儀
に

供
花

送
付

の
御

礼
 （（（ 

（0-0（（ 
樺

山
愛

輔
 

樺
山

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
樺

山
愛

輔
書

翰
 

大
正

（（
年

（
月

（
日

 
亡

父
樺

山
資

紀
伯

五
十

日
祭

の
通

知

 （（（ 
（（-00（ 

永
山

武
敏

他
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

永
山

武
敏

他
書

翰
 

大
正

（（
年

（
月

（
日

 
差

出
人

は
永

山
武

敏
、

島
津

長
丸

、
永

山
盛

興
、

島
津

健
之

助
い

ず
れ

も
男

爵
 

 
 

 
 

 
 

衆
議

院
の

院
内

交
渉

団
体

「
公

正
会

」
退

会
、

新
団

体
組

織
の

挨
拶

 （（（ 
（（-0（（ 

嶋
津

貴
暢

 
嶋

津
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

大
阪

嶋
津

貴
暢

書
翰

 
大

正
（（

年
（

月
（（

日
 

島
津

貴
暢

氏
と

遠
山

春
子

氏
の

結
婚

通
知

 （（0 
（（-0（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

樺
山

愛
輔

書
翰

 
大

正
（（

年
（

月
（（

日
 

亡
父

樺
山

資
紀

伯
忌

明
け

の
挨

拶
。

記
念

の
た

め
聖

徳
太

子
奉

讃
会

に
若

干
金

を
寄

付
す

る
 （（（ 

（0-0（（ 
嶋

津
康

久
 

嶋
津

家
 

黑
田

淸
輝

宛
嶋

津
康

久
書

翰
 

大
正

（（
年

（
月

（
日

 
昼

食
会

の
招

待
状

 （（（ 
（（-（00  

橋
口

兼
淸

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

・
照

子
宛

 
大

正
（（

年
（（

月
（

日
 

橋
口

兼
清

の
弟

 橋
口

三
郎

氏
の

結
婚

披
露

宴
案

内
状

 
 

 
田

沼
恒

雄
 

 
在

東
京

橋
口

兼
淸

・
田

沼
恒

雄
書

翰
 

 （（（ 
（0-0（（ 

橋
口

兼
淸

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

・
照

子
宛

在
東

京
橋

口
兼

淸
書

翰
 大

正
（（

年
（（

月
（（

日
 

橋
口

兼
清

の
弟

 橋
口

孝
氏

の
結

婚
披

露
宴

招
待

状

 （（（ 
（（-0（0 

嶋
津

忠
重

家
扶

 嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
家

扶
宛

在
東

京
嶋

津
忠

重
家

扶
 

大
正

（（
年

（
月

（
日

 
公

爵
島

津
忠

重
氏

英
国

滞
在

中
の

病
気

（
盲

腸
炎

）
に

つ
い

て
の

報
告

 
 

　
　

 
 

 
書

翰
 

 （（（ 
（（-（（（ 

嶋
津

健
之

助
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
健

之
助

葉
書

 
大

正
（（

年
（

月
（（

日
 

震
災

見
舞

の
礼

状
 （（（ 

（（-00（ 
嶋

津
忠

重
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

重
書

翰
 

大
正

（（
年

（
月

（（
日

 
震

災
見

舞
の

礼
状

 島
津

忠
重

公
爵

は
鎌

倉
で

被
災

す
る

も
無

事
 （（（ 

（（-（（0 
嶋

津
忠

承
 

嶋
津

家
 

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

嶋
津

忠
承

書
翰

 
大

正
（（

年
（

月
（0

日
 

震
災

見
舞

の
礼

状
 （（（ 

（（-（（（ 
樺

山
愛

輔
 

樺
山

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
樺

山
愛

輔
書

翰
 

大
正

年
間

の
（（

月
（（

日
 年

次
は

大
正

（
年

以
降

。
昨

日
清

輝
に

相
談

し
た

こ
と

を
岡

氏
に

報
告

 （（（ 
（（-0（（ 

篠
塚

兼
當

 
篠

塚
家

 
黑

田
淸

輝
宛

家
令

篠
塚

兼
當

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（

日
 

恩
給

金
を

東
京

府
よ

り
受

取
る
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 （（0 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
黑

田
淸

輝
宛

黑
田

淸
綱

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

。
馬

車
の

こ
と

示
談

調
え

ば
栄

吉
氏

に
暇

を
出

す
よ

う
に

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

年
次

不
記

（
月

（（
日

 
淸

輝
腫

物
全

快
の

由
安

心
。

琉
球

泡
盛

・
氷

砂
糖

を
進

呈
 （（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

黑
田

淸
輝

宛
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

年
次

不
記

（
月

（（
日

 
美

術
学

校
よ

り
の

書
状

到
来

、
来

客
名

簿
。

額
縁

屋
が

額
縁

を
、

安
藤

氏
は

肖
像

油
絵

持
参

 （（（ 
（-（（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（0

日
 

箱
根

行
を

取
止

め
、

沼
津

お
よ

び
修

善
寺

温
泉

へ
行

く
予

定

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
黑

田
淸

輝
宛

黑
田

淸
綱

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

。
封

筒
な

し
。

山
間

幽
谷

の
地

滞
在

の
様

子
、

明
日

鎌
倉

へ
引

揚
 

 
 

 
 

 
 

げ
る

 （（（ 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
篠

塚
宛

黑
田

淸
綱

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

。
別

紙
の

件
（

内
容

不
明

）
篠

塚
氏

自
ら

出
張

し
て

断
る

よ
う

に
 

 
 

 
 

 
 

大
給

氏
へ

の
返

詞
を

出
す

よ
う

に

 （（（ 
0（-（（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

・
同

御
内

室
宛

在
東

京
樺

山
 

年
次

不
記

（
月

（（
日

 
明

日
の

晩
餐

会
案

内
 

 
 

 
 

愛
輔

書
翰

 

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
章

一
宛

黑
田

淸
綱

書
翰

 
年

次
不

記
（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

　
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
 

 
 

 
 

 
 

区
入

費
上

納
等

出
費

が
多

い
の

で
、

淸
輝

と
相

談
し

て
（0

円
位

銀
行

か
ら

の
引

出
し

を
請

う

 （（（  
（（-0（（ 

橋
口

し
げ

 
橋

口
家

 
お

ば
ば

宛
橋

口
し

げ
書

翰
 

年
次

不
記

（0
月

（
日

 
針

箱
を

頂
戴

感
謝

 
 

-0（

 （（（  
（（-0（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
黑

田
淸

輝
宛

樺
山

愛
輔

書
翰

 
年

次
不

記
（（

月
（（

日
 

封
筒

な
し

。
（（

月
（（

日
主

人
誕

生
日

に
つ

き
親

戚
懇

親
会

の
案

内
 

 
-0（

 
 

 
 

 
 

 
年

次
は

「
白

馬
会

」
の

記
述

が
あ

る
の

で
明

治
（（

～
（（

年
の

間
（ （0 

（（-0（（ 
嶋

津
忠

亮
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

亮
書

翰
 

年
次

不
記

（（
月

（（
日

 
旧

薩
摩

国
鹿

児
島

藩
士

の
家

系
の

吉
原

謙
氏

絵
画

修
業

志
望

に
つ

き
「

白
馬

会
」

に
紹

介
を

 
 

 
 

 
 

 
 

請
う

 （（（ 
（（-0（（ 

嶋
津

家
家

扶
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

綱
宛

在
東

京
嶋

津
家

家
扶

書
翰

 
年

次
不

記
（（

月
（（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 読
話

を
伺

い
た

い
、

御
都

合
は

如
何

 （（（ 
0（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

杉
 竹

二
郎

書
翰

（
メ

モ
） 

年
月

不
記

　
（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 久
米

桂
一

郎
が

来
て

い
る

の
で

来
宅

を
請

う
 （（（ 

（（-00（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

年
月

不
記

　
（

日
 

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 今
日

午
後

箱
根

へ
出

発
す

る
か

如
何

 （（（ 
（（-00（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
年

月
不

記
　

（（
日

 
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
 病

気
で

退
屈

し
て

い
る

か
ら

話
に

来
て

く
れ

 （（（ 
（（-0（0 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
年

月
不

記
　

（（
日

 
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
　今

日
午

後
久

米
桂

一
郎

を
交

え
て

研
究

会
を

開
催

、
コ

ー
ヒ

ー
 

 
 

 
 

 
 

を
点

て
て

待
っ

て
い

て
く

れ

 （（（ 
0（-0（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
年

月
日

不
記

 
月

曜
日

、
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
 

 
 

 
 

 
 

久
米

桂
一

郎
は

ど
う

し
て

い
る

。
病

中
退

屈
だ

か
ら

見
舞

い
に

来
て

く
れ

 （（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
黑

田
淸

輝
宛

黑
田

淸
綱

封
筒

 
年

月
日

不
記

 
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
 （（（ 

0（-（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

杉
 竹

二
郎

名
刺

 
年

月
日

不
記

 
名

刺
裏

に
フ

ラ
ン

ス
語

の
書

き
込

み
あ

り
、

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 （（（ 
0（-（（（ 

橋
口

千
賀

子
 

橋
口

家
 

黑
田

淸
輝

宛
橋

口
千

賀
子

書
翰

 
年

月
日

不
記

 
話

た
い

こ
と

が
あ

る
の

で
明

日
に

で
も

来
て

下
さ

い
 （（0 

0（-（0（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

年
月

日
不

記
 

本
文

フ
ラ

ン
ス

語
、

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 （（（ 
0（-（（（ 

杉
 竹

二
郎

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

杉
 竹

二
郎

書
翰

 
年

月
日

不
記

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

、
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年
 （（（ 

0（-（（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
（

メ
モ

） 
年

月
日

不
記

 
本

文
フ

ラ
ン

ス
語

、
年

次
の

下
限

は
大

正
（

年

 （（（  
（（-（（（ 

松
 波

 
杉

　
家

 
黑

田
淸

輝
宛

松
波

・
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

年
月

日
不

記
 

杉
邸

に
き

て
く

れ
、

年
次

の
下

限
は

大
正

（
年

 
 

-0（ 
杉

 竹
二

郎
 （（（ 

0（-（0（ 
樺

山
と

も
子

 
樺

山
家

 
黒

田
清

輝
宛

樺
山

と
も

子
書

翰
 

年
月

日
不

記
 

封
筒

の
み

 （（（ 
（（-0（（ 

樺
山

愛
輔

 
樺

山
家

 
黑

田
新

太
郎

（
淸

輝
）

宛
樺

山
愛

輔
書

翰
 

年
月

日
不

記
 

本
日

の
大

磯
行

中
止

、
今

明
日

中
面

会
の

上
相

談
し

た
い

 （（（ 
（（-0（（ 

樺
山

資
英

 
樺

山
家

 
樺

山
資

英
名

刺
 

年
月

日
不

記
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黒
田
清
輝
宛
書
翰
類
の
解
読　

（　

解
題
と
目
録

245

一
三
一

番
号

 
全

体
 

史
料

番
号

 
　差

　出
　人

 
家

分
け

 
　

　
　

　
　

　
史

　料
　名

 
　

　作
　成

　年
　月

　日
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

備
　考

　お
　よ

　び
　主

　な
　内

　容
 

 
 

番
号

 ①
 

（ 
（

‐
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
□

日
 

淸
輝

の
美

術
へ

の
方

向
転

換
に

関
す

る
相

談
に

対
し

、
も

う
一

考
を

要
す

と
い

う
返

答
 ②

 
（ 

（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
送

付
さ

れ
た

亡
平

吉
の

肖
像

画
の

出
来

映
え

良
し

。
淸

輝
か

ら
の

依
頼

品
を

送
付

し
た

 ③
 

（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

依
頼

の
古

墨
等

を
欧

州
各

国
巡

回
使

に
託

す

 ④
 

（ 
（

‐
（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

淸
輝

の
美

術
へ

の
方

向
転

換
を

諒
承

し
、

確
認

す
る

。
実

父
や

橋
口

文
藏

は
賛

成
、

橋
 

 
 

 
 

 
 

 
口

直
右

衞
門

は
反

対
の

意
向

 ⑤
 

（0 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（0

日
 

依
頼

の
古

錦
切

類
と

花
菖

蒲
の

種
子

に
関

す
る

件
を

確
認

 ⑥
 

（（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

依
頼

の
古

錦
切

類
と

花
菖

蒲
の

種
子

と
と

も
に

「
新

古
今

集
」

を
送

付
 ⑦

 
（（ 

（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
依

頼
の

古
錦

切
類

等
を

入
れ

た
箱

を
落

手
し

た
か

、「
新

古
今

集
」

は
詠

歌
の

参
考

に
 ⑧

 
（（ 

（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
パ

リ
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 
古

錦
切

類
等

を
入

れ
た

箱
未

着
な

ら
、

横
浜

通
運

会
社

に
問

い
合

せ
を

す
る

 ⑨
 

（（ 
（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

古
錦

切
類

等
を

入
れ

た
箱

到
着

の
由

安
堵

し
た

 ⑩
 

（（ 
（（-0（（ 

橋
口

文
藏

 
橋

口
家

 
在

東
京

黑
田

淸
綱

宛
在

パ
リ

橋
口

文
藏

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

淸
輝

が
熱

心
に

修
業

し
て

い
る

の
を

実
見

し
た

。
教

師
・

友
人

の
評

判
も

良
い

 ⑪
 

（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

パ
リ

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

共
進

会
出

品
の

結
果

見
極

め
の

た
め

パ
リ

滞
在

延
長

を
了

解
、

費
用

は
パ

リ
に

送
金

す
 

 
 

 
 

 
 

 
る

 ⑫
 

（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（

日
 

「
清

水
の

圖
」「

周
山

之
秋

景
色

」
の

進
捗

具
合

は
如

何
 

 
 

 
 

 
 

 
貴

族
院

よ
り

淸
輝

に
、

副
議

長
東

久
世

通
禧

の
肖

像
油

画
揮

毫
の

依
頼

が
あ

っ
た

 ⑬
 

（（ 
（（-（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

鎌
倉

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

貴
族

院
よ

り
依

頼
の

額
画

を
議

会
開

会
時

に
掲

出
す

る
よ

う
に

画
策

す
る

 ⑭
 

（（ 
（（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

東
京

黑
田

淸
輝

宛
在

廣
嶋

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（0

月
（（

日
 

上
野

公
園

の
展

覧
会

出
品

の
絵

画
の

評
判

を
新

聞
切

抜
き

で
見

た

 ⑮
 

（（ 
（-（（ 

黑
田

淸
綱

 
黑

田
家

 
在

廣
嶋

黑
田

清
輝

宛
在

東
京

黑
田

淸
綱

書
翰

 
明

治
（（

年
（（

月
（（

日
 

掛
物

二
幅

落
手

、
真

偽
は

と
も

か
く

頗
る

傑
作

 
 

 
 

 
 

 
 

展
覧

会
出

品
の

絵
画

を
批

評
し

た
新

聞
切

抜
き

を
同

封
し

た

 ⑯
 

（（  
（-（（-00（ 

篠
塚

兼
當

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

篠
塚

兼
當

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（（

日
 

京
都

博
覧

会
出

品
作

品
を

納
め

た
大

箱
の

運
賃

の
件

 
 

 
～

00（ 
 

 
 

 
博

覧
会

事
務

か
ら

と
長

田
氏

お
よ

び
淸

兼
殿

よ
り

の
書

翰
同

封
し

た
 ⑰

 
（（ 

（（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
京

都
博

覧
会

開
期

切
迫

に
つ

き
御

繁
忙

を
遠

察
 

 
 

 
 

 
 

 
出

発
の

翌
日

合
田

氏
と

久
米

桂
一

郎
氏

来
邸

、
座

敷
の

飾
物

を
撮

影
 ⑱

 
（（ 

（（-（（（-（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
京

都
博

覧
会

開
場

切
迫

に
つ

き
御

繁
忙

を
遠

察
。

淸
兼

上
東

途
次

京
都

に
立

寄
る

か
も

 ⑲
 

（（ 
（-（（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
蓑

田
長

僖
氏

帰
東

の
途

次
京

都
に

立
寄

り
、

博
覧

会
見

学
を

希
望

、
応

対
を

よ
ろ

し
く

 ⑳
 

（0 
（（-（（（-（ 

黑
田

淸
兼

 
黑

田
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
淸

兼
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
東

京
出

張
の

途
次

博
覧

会
開

催
中

の
京

都
へ

立
寄

る
の

で
宿

所
の

手
配

を
頼

む
 
㉑

 
（（ 

（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
鎌

倉
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
博

覧
会

の
盛

況
新

聞
報

道
で

承
知

、
出

品
の

絵
画

議
論

の
末

陳
列

で
き

た
の

は
愉

快
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

博
覧

会
見

学
に

出
向

き
た

い
が

 
㉒

 
（（ 

0（-0（（-0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
区

役
所

よ
り

出
品

賃
の

割
引

証
文

を
交

付
さ

れ
た

の
で

送
付

し
た

 
㉓

 
（（ 

（-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（0
日

 
博

覧
会

の
鉱

物
館

・
美

術
館

に
出

品
す

る
画

の
抽

出
を

久
米

氏
に

依
頼

し
、

郵
送

し
た

 
㉔

 
（（ 

（0-（0 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
金

州
か

ら
の

行
李

落
手

、
送

付
さ

れ
た

作
品

は
元

の
通

り
格

護
し

て
お

く
 
㉕

 
（（ 

（0-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（0
日

 
久

米
氏

泊
り

込
み

で
画

書
を

作
成

し
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

博
覧

会
閉

会
後

帰
東

の
期

日
を

知
ら

せ
て

く
れ

 
㉖

 
（（ 

（0-（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（0
月

（（
日

 
清

輝
の

日
本

画
の

師
樋

口
探

月
の

絵
描

き
の

妻
病

死
の

報
あ

り
 
㉗

 
（（ 

（（-（（（ 
黑

田
淸

綱
 

黑
田

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
黑

田
淸

綱
書

翰
 

明
治

（（
年

（0
月

（（
日

 
昨

日
橋

口
文

藏
氏

の
家

族
と

上
野

博
覧

会
を

久
米

氏
の

案
内

で
観

覧
し

た

第
５

表
　

黑
田

淸
輝

宛
書

翰
類

 美
術

関
連

の
目

録
文

中
の

「
上

東
」

は
東

京
に

来
る

こ
と

。
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一
三
二

 
㉘

 
  （（ 

（0-0（（ 
橋

口
千

賀
子

 
橋

口
家

 
在

京
都

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

千
賀

子
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
先

日
父

上
と

私
の

家
族

と
で

上
野

博
覧

会
見

学
に

行
っ

た

 
㉙

 
（（（ 

0（-（（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
パ

リ
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（0
日

 
「

サ
ロ

ン
」

や
「

シ
ャ

レ
ド

コ
ル

ス
」

に
行

っ
た

、
面

白
い

絵
が

沢
山

あ
っ

た
の

で
カ

 
 

 
 

 
 

 
 

タ
ロ

グ
を

送
る

。
西

園
寺

氏
か

ら
頼

ま
れ

た
絵

は
出

来
あ

が
っ

た
か

 
 

 
 

 
 

 
 

淸
輝

が
美

術
学

校
の

教
師

に
な

っ
た

こ
と

は
悪

く
は

な
か

ろ
う

 
㉚

 
（（（ 

0（-（（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
パ

リ
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
淸

輝
の

仏
国

行
の

話
は

駄
目

か
も

。「
サ

ロ
ン

」
の

目
録

を
送

る
、

久
米

氏
に

も
見

せ
 

 
 

 
 

 
 

 
て

く
れ

 
㉛

 
（（（ 

（（-0（0 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
大

磯
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
松

方
正

作
氏

が
暇

乞
い

に
来

た
。

清
輝

に
樺

山
伯

爵
の

肖
像

画
製

作
の

依
頼

が
あ

っ
た

 
㉜

 
（（（ 

0（-（（（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
イ

ギ
リ

ス
杉

 竹
二

郎
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
淸

輝
が

造
っ

た
庭

の
写

真
を

送
っ

て
く

れ
 

 
 

 
 

 
書

翰
 

 
週

に
二

、
三

度
Bird

の
ア

ト
リ

エ
に

行
き

、
日

本
絵

の
講

釈
を

し
て

い
る

 
㉝

 
（（（ 

（（-（0（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
パ

リ
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（（
日

 「
白

馬
会

」
と

は
ど

う
い

う
意

味
か

、
明

治
美

術
会

の
向

こ
う

を
張

っ
て

の
も

の
か

、
 

 
 

 
 

 
 

 
面

白
い

こ
と

を
や

っ
て

い
る

な
　

 
㉞

 
（（（ 

（（-0（0-0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
京

都
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（（
月

（
日

 
久

米
氏

よ
り

美
術

学
校

の
月

給
（（

円
（（

銭
を

受
取

っ
た

 
 

 
 

 
 

 
 

「
白

馬
会

」
の

名
称

は
象

徴
的

な
意

味
か

と
思

っ
て

い
た

が
「

濁
酒

」
の

こ
と

か
、

旧
派

 
㉟

 
（（（ 

（（-00（ 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
パ

リ
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

明
治

（0
年

（
月

（
日

 
の

奴
等

を
へ

こ
ま

す
の

は
面

白
い

。「
小

督
」

の
絵

、
仕

上
が

っ
た

ら
写

真
を

送
っ

て
 

 
 

 
 

 
 

 
く

れ
 
㊱

 
（（（ 

（（-（0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
箱

根
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
葉

書
 

明
治

（0
年

（
月

（（
日

 
注

文
の

『
国

華
』

（（
冊

今
朝

届
い

た
、

（
冊

（
円

と
の

こ
と

 
㊲

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
逗

子
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
「

白
馬

会
」

の
物

品
を

小
林

文
七

氏
に

貸
渡

す
 
㊳

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
逗

子
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
絵

画
（

封
到

着
し

た
が

、
送

付
す

る
か

 
㊴

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
逗

子
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
辰

野
金

吾
氏

よ
り

前
大

学
総

長
の

ポ
ー

ト
レ

ー
ト

作
成

の
打

合
せ

の
日

次
問

合
せ

あ
り

 
㊵

 
（（0 

（（-0（（ 
橋

口
勇

馬
 

橋
口

家
 

黑
田

淸
輝

宛
在

東
京

橋
口

勇
馬

書
翰

 
明

治
（（

年
（

月
（

日
 

元
陸

軍
歩

兵
曹

長
松

原
義

七
氏

画
業

修
業

志
望

に
つ

き
、

本
人

と
の

面
会

を
請

う
 
㊶

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
日

光
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
松

原
義

七
氏

の
件

、
合

田
氏

に
相

談
し

た
が

、
年

齢
が

嵩
み

難
し

い
由

 
㊷

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
日

光
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
葉

書
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
東

京
府

よ
り

仏
国

博
覧

会
出

品
指

令
書

を
渡

さ
れ

た
  ㊸

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
靜

浦
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
静

浦
は

静
岡

県
。

年
始

葉
書

到
来

人
名

、
淺

井
忠

・
田

中
阿

歌
麿

・
岡

倉
覺

三
な

ど
  ㊹

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

黑
田

淸
輝

宛
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（
日

 
年

始
葉

書
到

来
人

名
：

追
加

、
藤

島
武

二
・

結
城

貞
松

な
ど

 
㊺

 
（（（ 

（（-00（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

黑
田

淸
輝

宛
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

明
治

（（
年

（
月

（（
日

 
臨

時
博

覧
会

事
務

局
よ

り
パ

リ
博

覧
会

出
品

規
則

等
到

来
 
㊻

 
（（（ 

（-（（  
黑

田
淸

兼
 

黑
田

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
、

照
子

宛
在

鹿
兒

嶋
黑

田
 

大
正

（
年

（
月

（（
日

 
立

派
な

絵
画

御
恵

送
感

謝
 

 
 

 
　

　
ほ

か
 

 
淸

兼
・

よ
し

子
・

正
彦

・
道

盈
・

益
代

書
翰

 

 
㊼

 
（（（ 

（（-（（（-0（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

在
鎌

倉
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
家

令
篠

塚
兼

當
 

大
正

（
年

（
月

（（
日

 
西

洋
画

報
酬

の
（00

円
の

扱
い

を
相

談
し

た
い

 
 

 
 

 
 

書
翰

 
㊽

 
（（（ 

（（-0（（ 
篠

塚
兼

當
 

篠
塚

家
 

黑
田

淸
輝

宛
家

令
篠

塚
兼

當
書

翰
 

年
次

不
記

（
月

（（
日

 
美

術
学

校
よ

り
の

書
状

。
額

縁
屋

が
額

縁
を

、
安

藤
氏

は
肖

像
油

絵
持

参
 
㊾

 
（（0 

（（-0（（ 
嶋

津
忠

亮
 

嶋
津

家
 

在
東

京
黑

田
淸

輝
宛

在
東

京
嶋

津
忠

亮
書

翰
 

年
次

不
記

（（
月

（（
日

 
旧

薩
摩

国
鹿

児
島

藩
士

吉
原

謙
氏

絵
画

修
業

志
望

に
つ

き
「

白
馬

会
」

に
紹

介
を

請
う

 
㊿

 
（（（ 

（（-0（0 
杉

 竹
二

郎
 

杉
　

家
 

黑
田

淸
輝

宛
杉

 竹
二

郎
書

翰
 

年
月

不
記

（（
日

 
今

日
午

後
久

米
桂

一
郎

氏
を

交
え

て
研

究
会

開
催

、
コ

ー
ヒ

ー
を

点
て

て
待

っ
て

い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

く
れ

426.indb   246 18/12/20   9:57


	426_5_Chikamatsu_honbun
	426_e_index
	426_e_5_Chikamatsu

